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陸軍墓地内にある大理石造 りの記念館の美しいポーチで

集会を開 く許可 を得 ました。集会 は朝の6時 半 に始ま り，

悲劇の戦争を記念する神聖な場所で，平和の福音を伝 え

るみ業が始まったのです。

私たちはたったひとりだけ探 し当てることのできたフ

ィリピン人教会員の家 を訪ねました。彼が聞かせて くれ

た話 は，おおよそ次のようなものでした。

彼 は少年の時に， ごみ箱の中にばらばらにな りかけた

古い雑誌 「リーダーズダイジェス ト」が捨ててあるのを

見つけたのです。そこにはモルモ ン教徒についての本の

要約が載っていました。ジョセフ ・ス ミスのことが書い

てあ り，「予言者」 と説明されていました。「予言者」 と

いう言葉は少年の心 に強 く響 きました。 この世の中に本

当に予言者がいるものだろうか。彼 はいぶか りました。

その雑誌はな くしましたが，生ける予言者がいるという

話 は，暗 く長い戦争 の間 も，フィリピンが占領されてい

た圧制の時代 も，彼 の心を去ることはありませんでした。

やがて戦争は終わ り，合衆国政府はクラー ク空軍基地 を

再開 しました。デビッド・ラグマンとい う名のそのフィ

リピン人 は基地 に就職 し，自分 の上司 となった空軍将校

がモルモンであることを知 りました。彼は将校 に予言者

を信 じているかどうか聞きたかったのですが，聞 くのを
かつとう

恐れ ました。心 の葛藤が続いた挙句に， ようや く尋ねる

勇気が出ました。

青年 は聞 きました。「あなたはモルモンですか。」

即座 に 「はい，そうです よ」 との答えです。
「あなたは予言者を信 じていますか。あなたの教会 に

ベンソン大管長は，聖徒たちとの交わりを大切にしてい

る。(左)

人生に対するベンソン大管長の熱意は，総大会参加者へ

の力強く，親 しみの込もった歓迎によく表われている。

(右)
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は予言者がいるのですか」 と，真剣な質問が続 きました。

「はい，予言者がいます。生 きた予言者 です。私 たち

の教会 を管理 して，主のみこころを教 える人なのです。」

デビッドは将校にさらに詳 しい ことを教えて もらい，

その後バプテスマを受 け，フィリピン人で最初 に長老に

聖任 されました。

自分 たちに関心を寄せておられる神のみこころを伺い，

それを私たちに教えて くれ る人 を長 に持つこと以上 に大

きな祝福があるで しようか。私たち は，「賢 き者の智恵

も滅 し，慎み深き者の覚 りも物 の数 〔ではない〕」(教 義

と聖約76：9)こ とを知 るのに，世の中をあち こち探 し

歩かな くてもよいのです。世の探 し求めるべき知恵は，

神 よりの知恵です。世 を救 う唯一の悟 りは，神について

の悟 りです。

「まことに主なる神 はそのしもべである預言者 にその

隠れた事 を示さないでは，何事をもなされない。」(ア モ

ス3：7)

これはアモスの時代 もどの時代 も同 じです。聖なる神

の人々は，聖霊 に感 じて語 りました。(IIペ テロ1：21

参照)そ れらの古代の予言者は来たるべ きことを警告 し

たばかりか，それよりもさらに重要な，民 に対する真理

の啓示者 となりました。生活に平安を見いだし，幸福に

なるにはどのように生 きるべ きかを教 え示したのは，予

言者でした。

ある青年のことが思い出されます。彼 はキリス ト教徒

としていろいろな教会 を巡 り歩 きましたが， どこも現代

の予言者 について教えてはいませんでした。予言者たち

をあがめるのはユダヤ人 の間だけで， そのため彼はユダ

ヤ教 を受け入れ，信奉 しました。

1964年 の夏，彼はニュー ヨーク市へ行 き，万国博覧会

を見物 しました。そこでモルモンパ ビリオンに入 り，旧

約聖書の予言者たちの絵 を見 ました。エホバのみこころ

を啓示した昔の偉大な人々について，宣教師が感謝 を込

めて話すのを聞 くうちに，彼の胸は熱 くなって きました。

そしてパビリオンの先 に進む と，近代 の予言者について，

また予言者，聖見者，啓示を受ける者 といわれるジ ョセ

フ ・ス ミスについて説明があ りました。何かが彼の心を

動かしました。彼の霊が宣教師の証 にこたえたのです。

彼 はバプテスマを受 けました。そして南米で伝道 し，家

に帰ってか らも，家族やほかの人々を教会に導 く器 とな

りました。ジョセフ ・ス ミスが真に神の予言者であり，

彼に続 く予言者 たちもその神聖で高貴な責任の正当な継

承者であると彼が証するのを聞 くと，私の心 は温か くな

ります。

偏見を差 し挟まずにジョセフ ・スミスの話 を読むなら

ば，彼が来たるべ きことを告げ知 らせる偉大な予言者で

あった ことを一体だれが疑い得るでしょうか。銃口が火

を吹 く30年近 くも前 に，彼 は悲劇のアメリカ南北戦争 を

予言し，それ以後地上のあらゆる国々に戦争が起 こると

述べました。この世代のあなたがたや私が，その驚 くべ

き言葉が成就 されたことの証人です。

ジョセフ ・スミスの継承者 にしてもそうでした。1849

年の厳冬のある日，ソル トレーク盆地の先駆者たちがセ

ゴユ リの根 とアザ ミの葉で飢えをしのいでいる時， カリ

フォルニアで金が発掘されました。 この地の窮乏状態を

脱 して，将来のあるカリフォルニアヘ行 くのだと考 えた

人々に向かい，テンプルスクウェアの初期の集会所 に立

ったブリガム ・ヤングは，予言の言葉を告げました。そ

の中で彼 はこう言っています。
「私 たちはなべの中から火の中へ，火の中か ら床の真

ん中へ追い立てられてきた。私たちは今 ここにいる。そ

して将来 もここにとどまる。……私たちはこの地 に至高

者なる神 に捧げる神殿 と町を建設する。私たちは開拓地

を西に東 に，南 に北に広げ，多 くの人々が住む町々を建

設す るだろう。そしてそれにも増 して多 くの聖徒が世界

各国から集 まるであろう。 ここは各国ゐ大路 となるであ
とうと

ろう。王 と皇帝 と世の貴 き者，賢 き者が ここに私たちを

訪れるであろう。」(ジ ェームズ ・S・ブラウン 「開拓者

の暮 らし ジェームズ ・S・ブラウン自叙伝」pp.121

-122)

現在 のテンプルスクウェアに立ち，毎年何百万 もの人

人が ここを訪れるのを見れば，ブリガム ・ヤングが予言

者 として語った ことに，何の疑いが持てるでしょうか。

ここ何年 も，要人が列を成 して大管長会事務局に足 を運

び，私たちが教会の大管長，現在の予言者 として支持す

る人 との面会を求めています。そこには世界各国の政治，

経済，教育な ど，各界の指導者が見受けられます。彼 ら

は，教会員がのけ者 にされ，山間の荒野で孤立 していた
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時代にブ リガム ・ヤングが 「世の貴 き者，賢 き者」 と語

った人々です。

飛行機でサンフランシスコか らオース トラリアのシド

ニーに向かった時のことです。機上で，近 くの席 に座 っ

た青年が 「アメリカの予言者ジョセフ ・ス ミス」 という

本を読んでいるのに気づ きました。私は機会を逃 さず彼

に話 しかけました。自分 もその本 を読んだことがあ り，

著者を知 っていることを話 してから，何に関心があるの

か尋ねてみました。彼はいろい ろと答えて くれましたが，

中で も予言者に関心があり，現在 も予言者がいるという

点に興味 をそそられた と言いました。また，図書館でそ

の本を見つけたとも言いました。ふた りで時間をかけて

話をした中で，私はジョセフ ・スミスが本当に予言者 だ

ったことを証 しました。ジョセフ ・ス ミスは将来起 こる

事柄を語 りました。しか しそれ以上 に大切な点は，彼が

永遠の真理の啓示者，主イエス ・キリス トの神聖な使命

の証人だった ことです。

私は，予言者 として，全能者のみ手 に使われて この業

を回復 したジョセフ ・スミスに対 してだけでな く，彼 に

続いた人たちに対 して も深 く感謝 しています。彼 らの生

涯 を研究すれば，主がいかにして彼 らを選び，永遠の目

的にかなうように練 り鍛えられたかがわか ります。ジョ

セフ ・ス ミスはある時 このように語 りました。「私は，

高い山か ら転が り落ちるごつごつ した大 きな岩のような

ものである。……そこかしこの角が砕 き削 られてい くと

き，私は全能者 の矢筒の中の，滑 らかに研 ぎ澄 まされた

矢 となるのだ。〕(「予言者ジ ョセフ ・ス ミスの教 え」p.

304)

ジ ョセフ ・ス ミスは憎まれ，迫害されました。追い立

てられ，投獄 されました。ののしられ，打ちたたかれ ま

した。その生涯 を知れば，ジョセフ ・ス ミス自身の語っ
へんせん

た変遷の跡を見て取ることができます。一生の間に力は

増 し加 えられ ました。鍛練されました。 自分の命 よりも

他人 を愛する愛が養われました。ごつごつした岩の角が

削り取 られて，彼 は全能者のみ手の中の研 ぎ澄 まされた

矢 となったのです。

ジョセフ ・ス ミスの後 を継いだ人々 も同じで した。長

年の献身的な働 きの間に，彼 らは研 ぎ澄 まされ，選 り分

けられ，鍛えられて，全能者の目的にかなうように造 り

上 げられたのです。ブ リガム ・ヤ ング，ウイル フォー

ド ・ウッドラフ，ジョセフ ・F・ スミスらの生涯につい

て読 めば，だれがそれを疑い得るでしょうか。主は彼 ら

の心 を和 らげ，性質 を練って，後 に彼 らに負わせた もう

大いなる神聖な責任の備えをさせ られたのです。それは，

愛する指導者，現在の大管長エズラ ・タフト・ベ ンソン

についても同じです。

私 はみたまの証 を受けた者 として，ベ ンソン大管長の

予言者 の召 しを証 し，地上数百万の民 と声 を合 わせ て
「感謝を神 に捧げん 予言者の導き 末 日に福音 を……

」

と歌いたいと思います。主の僕である大管長 によって明

らかにされ る主のみこころを行なうとき， この民にもた

らされる平和 と進歩 と繁栄に私は心が満たされます。 も

し私たちが彼の勧告 を守 らないならば，彼の聖なる召 し

を否認することにな ります。しか し，彼の勧告に従 うな

ら，私たちは神か ら祝福されるのです。

では，ひとつの民 としての私たちに向けられた，エズ

ラ ・タフ ト・ベンソン大管長の勧告にはどのようなもの

があったで しょうか。私たちは，道を外れさまよってい

る教会員が，再び活発 に教会 に集えるよう，彼 らを捜 し

出 し，愛 を込めて迎 え入れるよう勧告 されたのではなか

ったでしょうか。

私たちは，器の内側，すなわち主のみ前における汚れ

を清めるように と勧告 されなかったでしょうか。モルモ

ン経の教 えとそれに伴 う力 とみたまを，絶えず生活に取

り入れ るように，また，モルモン経は，特に主の末 日の

み業のために，主の指示 を受けて備えられたものである

ことを，個人的に理解するよう勧告されなかったで しょ

うか。私たちが行 なうすべてのことに主のみたまを求め

るよう勧告されなかったでしょうか。気 を落 とさずに主

を信頼するよう勧告されたのではなかったで しょうか。

神のみこころに逆 らうという，大 きなつまず きの石に対

して勧告 を受けなかったでしょうか。大管長は，何度 も

繰 り返 して，キリス トのみもとに来るよう， またキリス

トに思いをはせるよう，そしてキ リス トに従 うために，

必要ならば大きな改心をするよう，さらに生活全般にわ

たってキリス トを模範 とするよう勧告されなかったで し

ようか。

昔，ヨシャパテが語った次の言葉を現代の私たち も心

聖徒 の道/1992年10月 号

6





この歌を

聞いてください
リチ ャー ド ・M・ ロムニー

そっと心を澄ましてください。サデの歌声

から音楽を超えた何かが聞こえてぎそうです。

フィンランドにあるその高校の廊下からは，教室を行

き交 う生徒たちのにぎやかな笑い声や話 し声が聞こえて

きます。

ところが， この音楽ホールの中では，金色に縁取 られ

たアーチ型の窓 に遮 られて，そうした物音は遠 く消えて

しまいます。そして今， ピアノを弾 き始めようとする15

歳のサデ ・メッツァタハティの周 りでは，静かな平安が

彼女を包んでいます。

サデはクラシックでもポピュラーで も，どんな曲で も

演奏できます。でも今は，弾 き語 りで1曲 しか歌える時

問はあ りません。彼女は自分の好 きな歌 を選びました。

それは単調な曲でありなが ら心に残 るものです。16歳 の

サデ，弟のベサ，親友のサ リアの耳に聞こえる信仰と愛

の歌に，皆さんも耳を傾けてください。

サ リア ・カル フネ ン も一 緒 に歌 い出 しました。ふ た りは

幼 い ころか らの友達 なので す。 ふ た りの力強 いハー モニ

ーの 中に は
， どこか しらその友情 が感 じ られ ます。ふ た

りの歌 が終 わ りま した。 「この歌 を歌 っ てい る ときは，

祈 ってい るよ うな気持 ち にな ります」 とサ リアが語 る と，

サデ もうなず きました。

末 日聖徒 が作詞 した この 曲に は 「自分 を振 り返 る」 と

い う意味 の英語名 が タイ トル に付 いて い ます。 しか し，

サデ の母親 で ある ビル ピ姉 妹が訳 した フ ィンラ ン ド語 の

曲 には， 「心 の中 をの ぞいて み る と」 とい う， もっ と深

い意 味 の タ イ トルが 付 け られ ま した。(訳 注 邦 題

『心 の うち』 「心 の歌 」pp 。86-88)

「この 曲 を作 っ たの は私 じゃな い けれ ど
， 弾 くたび に

私 の曲 だって気が す るの。気 をつ けて聞 きさえすれ ば，

だれで も， どん な物 で も， その物 自体 の曲 を持 ってい る

のです。」

2度 目のベ ルが鳴 りま した。演奏 時間 の終 了 です。サ

デ とサ リアは， 音楽 の素質 に恵 まれた生徒 た ちのため の

学校 「プー ラ ランマエ ン ・コール」 とい う音 楽院 の，厳

しい指 導 を受 けて い るので す。音楽 の ほか にも， サデ は

ス ウェー デ ン語 ，数学 ， フ ィンラン ド語，体育 ，英語 ，
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，
自

る

ブ

チ

ン

た

の

で

私

前

た

の

も

す

つ

人

以

３

ン

手

鳶

禰灘
灘

騰
雛

蓋

雛

鮒鞭

驚

灘

瀦

餌
の
論

蛛
ぼ
蜘
筋
認
貿
臥
れ
卿
助
欺
耽
昭
神
先
ゆ
欝
梵
沸
骸
誌
初
兎
刀
欄
欝
就
㈱

部

は

り

の

て

望

兄

主

り

待

ン

携

た

出

部

８７

部

イ

よ

ら

む

よ

に

饗

無

響

鱒

音
て
一ア
伝
，

　

リ

ン

ｑ

ラ

部

の

に

え

す

て

エ

だ

タ

一

道

ル

聞

開

自

え

を

起

ら

国

ら

信

に

，

め

は

た

ち

た

た

い

徒

て

聖

つ

日

も

末

を

の

神

号帽御朧

、９

力道の徒聖

Ｏ

ト

パ

教

の

会

が

変

ル

ン

。

私

教

方

に

ダ

オ

す

で

。

の

全

ア

ス

で

げ

す

今

完

ル

・

き

か

ま

，

も

グ

ヤ

好

お

い

も

方

ン

ル

大

の

て

て

見

シ

ミ

が

え

し

べ

の

霧
篶
難
禰

一

し

テ

を

「
称
襲

競

妬
瞳
・
ま
、
前
は
科

枳
野

鴛

窪

競

溶

㌘

雛

甥

鱗

鰯
か
対
る

旛

易

姓
驚

籾
ミ
智

筋
臓

私
駿

群

驚

箋

。
気

と

。

と

い

方

ち

の

福

て

，
が

ｄ

す

も

こ

た

こ

働

見

た

る

。

せ

で

と

す

ま

人

い

し

な

て

の

供

い

た

わ

力

こ

ま

い

の

し

ま

う

し

物

子

て

し

合

神

る

い

て

か

新

き

よ

と

で

の

し

ま

ち

精

え

て

っ

ほ

，

て

た

。
婦

げ

父

と

り

持

や

与

じ

，
は

つ

い

ん

護

か

天

要

な

は

心

を

感

言う

に

に

な

で

せ

看

お

に

必

に

に

耐

め

と

こ

と

私

に

ん

ま

の

の

め

を

う

時

忍

慰

た

て

こ

。

切

悩

り

当

音

た

と

よ

た

な

と

つ

け

た

す

大

に

あ

担

福

の

こ

る

つ

う

つ

な

，

そ

な

き

か

よ

も

に

わ

い

つ

以

と

神

が

，
う

で

な

た

て

う

つ

し

よ

寧カ暖の光

こ

ン

に

い

対

ら

エ

ペ

ラ

ン

夫

と

こ

一

，

け

，

ラ

部

か

に

か

ビ

ツ

の

ラ

シ

妻

日

，

は

だ

は

ン

東

温

教

て

ソ

ラ

ル

の

ル

夫

曜

て

ち

る

ち

イ

の

の

宗

れ

が

Ｑ

ウ

ラ

キ

ン

日

ね

う

え

た

フ

ヤ

そ

。

か

人

す

オ

ユ

の

ネ

，
訪

の

伝

，

た

除

ド

ま

，

キ

イ

イ

来

を

初

を

員

の

リ

会

寒

レ

に

し

り

ン

い

妻

ス

テ

パ

以

徒

最

愛

教

極

力

ち

ま

取

ラ

て

夫

バ

ハ

ン

年

聖

。

と

の

，

の

た

き

が

ン

え

コ

ユ

．ラ

ケ

８９

日

す

証

中

て

昔

人

て

束

イ

伝

一

，

，

の

１９

末

ま

の

ド

れ

，

隣

え

拘

フ

を

ヤ

妻

妻

キ

，

の

い

て
、

ン

触

た

の

伝

な

の

音

の

夫

夫

ン

は

ト

て

い

ラ

に

な

ア

を

的

く

福

タ

ン

ス

シ

々

エ

し

つ

ン

折

か

シ

神

治

多

で

ン

ネ

ウ

ル

人

ビ

動

に

イ

で

の

ロ

精

政

数

地

ラ

イ

タ

へ
．
た

ソ

活

主

フ

ま

湾

む

の

る

，
各

ン

テ

ン

，

つ

に

に

い

れ

ド

住

愛

す

は

ト

一

イ

ミ

妻

い

と

緒

救











１

＼
・

む

つ

ん

束

守

豊

た

，
こ

め

あ

よ

祝

か

せ

約

を

的

れ

皆

た

た

，
め

，

な

ま

。
束

較

か

は

し

る

も

ら

れ

は

り

す

約

比

置

人

心

す

と

き

ら

地

な

で

の

ｄ

。
に

，
決

席

う

あ

お

余

は

要

そ

す

す

境

し

ん

出

ろ

を

て

の

て

必

も

で

ま

環

か

た

に

渡

標

見

択

く

が

後

要

し

い

し

つ
会

て

目

を

選

な

け

た

必

面

し

。
い

権

い

た

人

と

ら

助

つ

が

直

貧

う

，
神

歩

け

す

る

守

の

ま

身

に

，

よ

て

。
を

か

示

な

は

主

し

献

題

は

し

し

ん

川

を

を

に

と

，
で

と

問

題

で

そ

せ

て

生

身

朝

こ

は

い

心

な

問

る

。
ま

着

一

献

，
た

に

ら

己

難

の

い

す

り

を

に

な

で

し

め

薄

克

困

人

て

ま

な

着

め

う

Ｍ行撫

灘
鰹

轍

慰

藻

澱
欝

繋

難

鰯雛

難
瀦
撫

総

護

齋
麟
雛
瓢
艦
懸
膣
講
鴛
罧
脈
蹴
㍗
禦
欝
補
搬
蝶
瓢
蟹

鰍
鷹
猫
礎
燗
膿
騰
談
蝿
鷲
瀦
讃
認
響
響
難
欄
禦
糠
響
蝿

こ

備

決

る

に

を

え

選

と

ら

予

こ

も

ク

す

を

ツ

出

金

ピ

を

学

ン

書

奨

リ

請

る

オ

申

れ

は

の

く

私

道

て

し

伝

し

か

，

給

し

も

支

。
ら

額

た

が

全

し

な

を

ま

し

む

予

ら

だ

，
た

て

，
標

一

め

た

え

る

く

し

べ

に

目

プ

始

れ

数

き

悪

で

す

め

，
も

を

わ

に

で

が

ん

の

た

ず

に

習

な

ム

場

子

せ

生

る

ら

ぐ

練

行

】

出

調

ま

人

見

わ

す

て

で

チ

に

は

き

で

を

か

は

え

ン

の

ク

私

で

ま

姿

か

私

備

イ

良

ツ

が

は

れ

れ

も

。
に

テ

最

ピ

う

と

こ

晴

に

た

ク

ス

は

ン

こ

こ

は

の

。
し

ツ

一

ム

リ

と

る

私

私

た

で

ピ

オ

」

オ

Ｑ
得

，
も

し

ん

ン

州

チ

が

た

を

に

族

ま

せ

リ

ス

の

人

し

格

め

家

い

ま

オ

サ

私

８

ま

資

た

。
て

き

の

キ

。
ち

い

の

の

す

来

で

次

テ

た

う

て

場

場

で

ら

は

，
こ

ら

る

な

あ

は

が

て

仰

く

信

な

，

さ

は

示

に

て

節

つ

２６

よ

ら

に

か

い

節

な

も

，
と

な

同

で

に

が

』

え

と

の

物

か

い

与

れ

も

食

れ

さ

つ

そ

だ

の

だ

な

と

，
ん

日

き

ひ

も

死

の

ち

飽

何

仰

は

そ

う

べ

を

信

で

島

潟

急

器

薪

郭

む
た

こ

記

で

ま

し

る

と

ま

し

ま

め

つ

れ

て

し

や

き

こ

つ

出

て

は

，
な

い

し

年

ら

に

思

と

来

な

駄

を
帥
者

，
る

無

と
こ
伍

は

出

な

ご
引
落

チ

に

み

た

を

一
道

が

つ

ム

コ

伝

と

送

一

の

も

こ

を

チ

私

で

た

書

泳

。

，
き

請

水

か

る

て

申

の

う

き

け

べ

て

決

悪

意

あ

束

犠

の

実

た

く

う

持

う

が

決

，
約

の

ら

誠

え

な

払

を

い

合

の

が

に

そ

ち

と

仕
醐轡

を

仰

と

都

そ

主

主

。
ど

力

に

に

牲

信

う

て

，

。

，
す

Ｑ
す

主

前

犠

の

お

つ

も

か

今

ま

う

示

て

み

に

け

な

と

て

う

，
し

よ

に

し

の

め

だ

行

に

し

よ

と

た

し

い

く

主

た

う

を

分

り

し

う

い

で

な

尽

か

の

払

と

自

た

で

な

め

る

行

を

日

と

を

こ

。

つ

る

行

勧

あ

を

力

の

こ

牲

る

か

か

い

を

お

も

仰

全

つ

□

る

犠

れ

う

な

て

と

に

き

信

て

い

。

い

の

ら

よ

は

つ

こ

人

と

が

し

，
す

て

そ

め

し

で

持

る

一

い

ん

そ

ら

ま

じ

，
求

で

と

を

め

人

さ

さ

。
が

い

む

む

た

の

学

よ

で

か

た

の

し

は

し

の

つ

出

出

の

か

と

で

し

道

大

し

が

を

し
駄
悶

ま

た

達

わ

何

だ

ま

か

も

時

き

き

度

る

で

べ

何

出

は

む

，

に

と

進

し

道

こ

へ

談

伝

う

ら

相

は

ら

ち

に

今

逆

ど

者

，

に

。

導

う

ま

た

指

と

た

し

の

う

み

で

会

と

。

’
問

教

て

た

週

。

し

し

ー

た

そ

ま

。

し

む

費

い

習

す

私

ま

一

持

ク

ク

た

く

こ

ん

ま

伝

に

で

と

て

ま
－
苦

み

し

に

．

学

て

練

で

く

し

バ

を

ツ

ツ

き

遠

る

込

い

，
私

る

こ

べ

い

は

悩

ま

論

，

つ

日

の

な

場

ン

録

ピ

ピ

て

る

す

び

思

時

，
き

る

す

言

週

に

り

結

り

な

毎

た

も

出

メ

記

ン

ン

け

ば

成

飛

と

の

し

で

破

の

と

の

ず

祈

う

Ｑ

な

に

て

し

間

に

，
の

リ

リ

か

る

達

に

い

そ

か

が

を

生

，
次

ら

も

い

ん

今

し

と

と

え

心

選

れ

け

オ

オ

を

は

を

ル

た

し

と

録

人

う

か

度

と

せ

後

ま

に

の

な

は

の

な

か

す

を

い

め

る

ま
’
れ

そ

う

て

。

と

て

た

き

組

そ

，
よ

き

ん

こ

じ

の

で

り

。
時

の

。
起

せ

だ

感

ト

が

取

す

つ

ど

す

朝

ま

ん

を

ス

と

に

ま

立

，
で

毎

り

選

せ

り

こ

れ

い

に

は

の

は

あ

を

幸

キ

す

そ

て

前

ち

る

私

は

道

も

，
だ

，

つ

み

た

あ

Ｑ
で

の

り

が

い

ら

知

の

私

が

ん

の

こ

よ

た

見

が

は

神

。
要

せ

た

。
前

し

を

な

私

に

ん

必

ま

め

す

以

ま

れ

り

か

日

せ

る

り

決

ま

う

し

そ

あ

と

の

ま

げ

な

を

い

し

を

，
が

こ

き

り
謎
捧

は

か

て

む

い

ば

力

う

裁

あ

を

て

る

出

，
思

ら

う

い

は

く

て

く

眠

に

し

い

な

な

う

私

た

べ

な

か

道

ん

ら

う

行

ど

。
し

す

し

く

伝

せ

つ

失

を

が

す

を

に

今

行

は

ま

に

を

か

の

で

い

神

，
に

私

い

か

命

何

う

験

思

も

は

習

，
て

確

の

。
い

経

な

で

心

練

Ｑ
分

す

と

い

う

き

決

，

晦

す

自

で

い

苦

よ

と

ら

号咀璃腰

２４

力道の徒聖



ジ一セツメ間訪庭家

、
つわ味に共を実の仕奉善慈

き

強

て

。

ま

・

良

世

で

に

ず

第

弊

鍵

し

助

で

重

忍

取

〉

か

こ

る

す

福

の

の

慎

え

。

は

に

う

善

い

り

ー

．を

る

す

ま

祝

主

る

て

耐

か

な

刈

９

間

得

仕

り

を

が

か

え

で

す

ウ

奉

の

は

ら

ば

．
．
時

を

奉

な

人

身

ず

備

ま

ま

パ

，
次

ち

な

れ

６

い

穫

へ

に

る

自

あ

に

後

ち

徒

に

，

た

は

来

ヤ

長

収

々

倍

け

人

に

来

最

立

使

う

と

し

て

が

テ

，

，

人

２

受

る

福

将

や

役

よ

る

た

れ

時

ラ

も

ば

ず

を

す

祝

と

に

ヲ

　

じ

あ

わ

疲

と

ガ

て

れ

す

必

仕

を

う

同

で

「

み

る

ー

い

け

で

は

奉

仕

い

鑑
鶴

獄
難
簾

轟
職

や

さ

し

と

な

に

い

話

き

は

第

２

受

概

醐

撚

衝

描

融

侮

肛

雛

飴

諒

・

フ
し

，

は

ー

を

。

し

ロ

仕

よ

，

ウ

む

て

の

こ

開

ち

分

は

と

か

ま

い

た

で

っ
中

て

で

た

自

れ

針

間

し

互

し

法

一
妹

，
そ

の

時

り

に

ま

方

た

界

し

わ

世

通

ヴ

姉

し

。
本

何

た

常

い

な

に

，
を

一

，
だ

た

ー

，

つ

は

て

ろ

間

し

仕

ノ

は

い

し

，
り

あ

中

ち

）

聯

論

膵

丸

鋼

観

は

姉

旋

ぼ

㊥

哺

塩

二
＝
口

ま

こ

・つ

る

よ

て

の

立

ど

を

は

画

とにとこもつ行を善はちたしたわ「

ｄいならなはてれ疲みよノ

仕奉いなのとこるえ絶

い

し

Ｑ
わ

渉

し

殻

と

動

も

仕

聞

う

て

て

差

す

追

干

苦

の

こ

行

々

奉

だ

行

め

べ

を

ま

に

は

。
け

い

ら

人

善

た

を

努

ご

述

手

り

と

に

う

だ

よ

か

の

慈

「

昌
言

う

糠
蕪
獄
灘

貿
ジ

す

べ

た

て

た

で

閉

あ

起

福

扶

精

だ

」

ま

伸

私

れ

し

ん

に

が

を

祝

嶽
灘
激
蹉
識
鑑

欝

訟
豫

縮

だ

周

は

か

福

の

く

人

く

ち

う

祝

マ

た

な

事

子

ク

ば

た

し

変

府

の

さ

説

も

む

し

と

仕

息

レ

れ

人

。

を

政

々

く

を

問

住

仕

こ

た

な

の

き

の

た

準

。
人

た

人

時

に

奉

う

い

由

く

で

か

し

基

た

の

ど

の

何

一
．
，
失

て

自

近

用

ほ

ま

の

し

域

ほ

か

に

二

は

で

れ

不

，
利

つ

え

築

ま

地

い

ほ

め

ド

妹

ま

わ

が

は

が

持

考

建

り

，

な

。

た

シ

姉

後

思

体

妹

一

を

と

の

あ

に

れ

た

う

の

ズ

最

と

。
姉

タ

害

つ

域

が

め

切

し

ら

ア

ン

を

能

た

ズ

ン

障

立

地

要

た

え

ま

も

リ

」

ラ

ヨ

持

不
・
ま

一

ン

て

も

に

う

ら

，

ト

ジ

気

は

げ

ヨ

ヨ

ス

・

う

め

遂

ジ

シ

と

一

ン

い

初

し

つ

．
一

に

と

，

オ

リ

と

，

た

よ

な

私

し

う

，
で

よ

と

る

の

□

る

れ

ど

。

す

ら

は

か

仕

得

々

う

奉

が

人

よ

に

福

る

し

々

祝

け

で

人

な

受

る

る

う

を

れ

い

よ

仕

ら

む

ち

可

し

ン

セ

も

役

は

必

う

数

き

て

た

書

し

し

ジ

奉

こ

元

体

も

つ

て

れ

ら

も

め

を

力

ま

，
善

る

地

，

を

つ

そ

も

を

求

類

協

い

後

慈

す

る

は

福

て

助

を

書

て

合

、年

は

に

す

ム

祝

成

持

工

子

に

し

し

援

持

の

し

し

８

ち

り

営

ラ

に

り

い

く

を

を

リ

息

ち

か

更

の

支

ん

得

話

た

た

運

グ

ち

む

は

を

ち

ま

協

要

を

枚

あ

こ

の

ち

し

す

長

の

千

ま

た

す

行

よ

簾
燃

槻

繍

説
轍
顯

繕
欝

脚
鰻

収
野

雛

瓢

粥

藤

，

１５

の

祝

初

人

き

麦

る

提

姉

願

妹

け

助

姉

ー

で

い

ば

が

ま

プ

た

た

齢

，

ど

れ

年

会

会

を

最

の

で

小

え

を

，

９２

協

協

事

た

か

に

の

与

働

が

福

も

を

央

ッ

「

だ

で

ら

に

生

て

仕

人

者

や

読

，

・

ま

§
，

の

て

の

ぞ

異

…犠
講

　

の

よ

祓

せ

ち

魁

す

引

を

あ

は

の

な

まと

ｏ

の

る

，
に

つ

す

で

力

め

る

め

気

ま

ん

視

集

す

た

元

り

結

，
を

を

の

を

あ

を

は

鏡

除

人

ち

が

実

て

眼

掃

い

た

法

な

し

の

の

な

供

方

か

と

品

床

き

子

な

豊

ム

用

や

で

の

ろ

も

ラ

不

窓

出

院

い

仕

人

当

が

ロ

た

隣

の

ら

プ

供

の

ま
目

彼

ン

子

そ

を

。

ヨ

の

。

と

果

た

シ

く

す

．
妹

成

し

一

多

ま

姉

の

ま

エ

な

い

ズ

き

き

リ

由

て

ン

働

で

ク

自

し

一

の

が

レ

不

ら

ヨ

仕

と

の

の

た

。
姉
助

扶

ク
愛

け
す

な
伸

活

い

の
の

の
老

む

な
穿

ウ

淫

恵

す
良

で
会

う

調

拗

鮒

離

犠

紐

饒

鰭

欺
中
榊

葛

饗

め

鰐

奉
輪

鹸

赫

鵬

為

パ
魑簾

賜
獣

脇

教

ど

。

こ

ら

を

べ

た

ー

に

す

る

あ

た

す

か

８

る

ま

取

に

が

，

る

６

す

い

り

た

た

せ

あ

：

仕

。

て

刈

が

な

ら

の

９

奉

か

え

に

た

あ

足

力

ト

に

う

教

か

な

，

ち

る

ン

々

よ

知

豊

蘭

駁

鵬

鮒

切

駄

糺

よ

よ

神

に

と

富

－

会

い

を

　

贈

瀬
征
繁
灘

ロ

こ

る

み

べ

い

あ

や

し

カ

は

号帽倒蛾

万
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＼

’

物書たえ変を生人の私
・

トン一ガ　ン一リラ

ちた員会教う合ちか分を証の経ンモルモ

，

ふ

つ

物

し

い

は

あ

か

や

。

つ

識

に

た

句

た

に

知

愛

り

聖

し

ト

の

た

知

の

で

ス

て

ま

く

定

ん

り

い

，

よ

特

せ

キ

つ

て

と

，

ま

，

に

し

つ

時

せ

で

ト

と

も

た

だ

中

ス

人

て

し

い

の

リ

，

い

返

見

景

キ

　

が

つ

み

は

背

の

た

み

エ

た

に

を

で

め

つ

た

に

読

の

な

私

し
，
ま

時

た

ま

の

は

い

し

に

し

ト

を

も

々

で

ス

経

た

様

て

き

た

い

じ

心

私

な

探

と

ん

リ

ン

い

の

れ

い

べ

て

感

て

。
の

が

こ

せ

キ

モ

て

経

つ

て

述

け

と

し

す

え

私

む

ま

の

ル

め

ン

に

れ

を

続

た

返

ま

が

に

読

い

て

モ

求

モ

く

か

証

め

れ

り

い

け

さ

を

は

し

。
は

ル

い

築

で

求

ら

繰

て

か

ま

経

て

と

す

に

モ

で

つ

会

で

得

も

っ

て

，
ン

つ

神

で

中

，
ん

ず
猷餐

ま

が

度

知

つ

は

モ

持

た

の

の

し

学

し
齢
聖

れ

証

何

を

と

の

ル

を

れ

た

語

か

て

少

そ

の

が

主

に

も

モ

れ

２

葉

は

私

た

は

ふ

第

言

私

は

れ

れ

あ

る

の

『

れ

ら

そ

幟
鵬
禁
繋
伽

椥

以

磯

鷲

魔

㎝

勧

縦

が

キ

会

乳

て

あ

た

ら

ま

・

集

ヵ

っ

。

い

得

た

ス

。
浮

知

す

て

て

，
イ

し

中

主

証

求

よ

化変たしらた蝿カ経ンモルモ

た

ン

け

Ｑ
て

二

の

に

を

怒

く

や

う

つ

ま

よ

じ

り

か

す

い

第

私

惑

私

に

し

配

い

わ

り

に

感

一

い

で

つ

。
イ

て

誘

，
め

激

心

と

変

わ

と

と

ア

問

り

に

す

ア

し

て

り

た

ど

Ｑ
だ

が

変

こ

い

州

に

か

来

で

フ

う

し

破

の

ほ

う

の

境

は

く

な

ン

う

ば

将

の

一

ど

う

を

敵

葉

よ

る

環

度

置

ら

ト

よ

る

。
た

二

た

ど

安
戯
故

言

し

い

て

態

を

な

ン

の

す

た

い

，
ま

欝
繍
欝
灘
盤
戴

嬢

灘

講

い。

「

ト

ま

数

い

書

肉

負

苦

り

私

不

こ

た

し

な

だ

て

ズ

手

広

。

じ

の

め

く

と

つ

ル

「

に

た

を

私

改

欝
馳
砿
蹴
麟
醜

馳撫

瓢
髄

翻

鎌
灘
鶴

騰
漏
雛
簸

螺
砧
謝
比
孫
縄
鵡
師
勅
翻
継

瀦
繁
脚
賢
幣
灘

つ

れ

い

に

に

が

霊

つ

胸

ル

の

し

モ

紙

ま

，
手

し

る

の

介

れ

ら

紹

ら

か

を

せ

員

か

Ｑ
平

綜
何

の

で

て
．

つ

の

頼

ｄ

寄

会

つ

も

シ

．、
配

し

て

て

『

か

の

た

．、
諾

騎

膜

配

酵

。
ん

か

を

句

私

父

ま

何

す

の

天

き

へ

関

ち

で

室

に

う

う

持

を

り

よ

に

う

ま

で

の

こ

ん

て

が

集

験

の

せ

い

と

編

経

そ

た

ま

つ

こ

誌

の

，

が

安

モ

に

負

心

よ

）

こ

で

し

り

に

る

関

き

に

す

惑

ま

あ

来

得

機

と

下

ｄ
通

誘

き

は

将

を

の

だ

以

の

し

は

節

に

が

任

力

き

の

つ

と

の

安

会

ん

。

私

配

私

２７

め

魔

に

う

突

魔

が

こ

分

平

教

読

す

の

心

時

章

た

悪

る

こ

を

悪

気

う

自

の

は

を

で

心

れ

経

つ

。

ン

す

年

つ

あ

第

体

け

し

を

の

安

と

と

た

て

こ

ン

と

う

つ

モ

ひ

よ

ち球℃つ知を主は私
「

の

ジ

り

い

２

む

知

疑

第

住

を

て

な

に

ト

い

的

ル

ス

つ

人

ビ

リ

にラ

個

ン

キ

な
し

の

ダ

「
囎

瓢

轟

つ

二

球

実

牒

蹟

鋤

蘇リ

キ

ペ

蜘

ギ

●

」

⊥巾

鷺
慮
耀
孫
証

ヨ

た

号帽剰朧
％
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れ

み

を

ら

か

つ

ジ

た

書

持

一

も

に

が

セ

を

上

経

ツ

跡

の

ン

メ
、奇

紙

モ

た

に

る

ル

れ

生

な

モ

か

人

単

。
書

の

が

す

に

私

れ

ま

中

，

こ

り

の

て

，
か

そ

つ

と

わ

に

よ

む

が

人

に

読

と

る

と

を

こ

す

ご

ｄ

経

い

愛

る

た

ン

な

，
せ

し

モ

は

は

か

ま

ル

で

力

聞

れ

モ

葉

の

で

く

今

言

ま

ん

て

た

た

読

し

た

な

し

う

ま

よ

り

た

祈

つ

ば

思

し

，

ば

で

し

ま

て

る

め

え

求

教

を

を

。

」
士

た

証

紳

し

な

老

で

か

の

ん

確

あ

せ

「

に

ま

の

共

れ

経

と

ら

ン

僚

得

モ

同

は

ル

，
果

モ

が

結

　たしまれくてめ慰を私
「

ん

う

】

晩

問

て

に

は

モ

ん

え

き

た

こ

ど

レ

る

居

し

う

私

ル

読

覚

つ

し

。
に

ド

あ

て

そ

よ

ら

モ

を

は

は

う

た

み

州

「

出

Ｑ
の

が

。
こ

け

を

下

、

就

乱

妙

丸

陸

腋

舵

傭

胱

謬

歴

轄

加

い

た

と

ま

ツ

ま

月

祈

ま

た

こ

，
の

撒
瓢
繍
猫
繋
職
徽
灘

瓢
礁
繁
諜
響
篇
罐

と

息

き

イ

ま

り

し

父

の

つ

が

う

の

あ

る

で

グ

静

ツ

そ

天

達

取

ん

く

分

ｄ

懸
灘
撫
羅

切

醐

箕

艇

琵

儲

卿

燥

㍑

細

肋

隊

撹

独

な

や

パ

の

に

こ

耐

慰

ン

だ

て

り

よ

に

今

し

，

を

こ

立

な

経

・し

『

ま

は

マ

た

い

は

ン

欝
綴
繊

ひ

さ

を

る

あ

し

経

励

単

。

ず

さ

旅

え

。
で

ン

を

て

た

わ

う

い

ら

た

ん

モ

私

し

し

ｄ

淵

轄

親

“

糺

虻

舳

雛

謹

継

曾

称

飢

鵡

轍

鱒

励

穂

励

対

姻

紛

ｄ

私

し

を

い

が

，
ル

れ

え

し

…

が

ま

音

し

と

で

モ

く

教

ら

…

霊

り

福

ら

こ

ま

Ｑ
て

を

た

ず

聖

わ

に

ば

た

今

ん

い

方

も

さ

。
終

師

す

じ

ら

せ

導

き

を

ば

た

は

教

に

感

か

ま

え

生

化

延

し

旅

宣

当

で

日

り

教

の

変

を

ま

の

は

本

ま

た

あ

，
真

に

時

り

で

私

。
れ

け

が

せ

，
私

の

祈

ま

た

そ

受

と

た

く

は

㌔功しなれくてせか聞でん読
「

　オてのため肋欲が識知なか確
「

ｄ

ウ

ど

１０

、七

が

父

な

か
な

い

と

却
鵬
韻
鉄
熟
勘
創
躍

瞭
劇

髄

蔦

暁
驚

鷺

燃

貌

吐
ら
し

鵬聯
鄭
徽
翻
翻
鷺
懸
錨

磯
鷲
饗
灘
撚

ア

す

い

か

し

神

あ

ス

，

で

て

う

も

，

を

が

と

れ

ど

。

ば

と

老

こ

か

か

え

ら

こ

長

の

書

。

の

問

な

る

一

時

に

た

も

に

う

あ

カ

た

節

し

な

神

問

で

一

つ

４

ま

実

る

ら

の

オ

た

章

毒

真

な

が

も

ボ

で

の

な

教

ポ

む

外

ぶ

に

。

，

住

の

遊

う

た

と

に

家

で

よ

し

る

一

，
庭

う

ま

ね

ラ

は

裏

集

め

尋

ド

妻

が

に

始

と

ン

夫

ち

発

み

か

悟
無

舗
瀦

翼

舷
徽
鴛

ソ

・

が

再

経

読

リ

ラ

な

近

ン

を

ア

」
び

最

モ

何

騰
欝
繋

識

耀
四
娚
触
郭

獣
匠
齎

魏
蕨

惣

邸
第

阪

ポ
限
ん
が

．ブ

暖

を

つ

会

一

ま

い言
．
くな気何はブボと㌔功しなれく

バにめたる祈でり

上

は

で

細

い

し

を

ま

教

の

老

今

な

て

ま

」

れ

を

マ

長

を

か

い

り

証

ら

士

ヤ

一

の

静

つ

戻

な

得

紳

か

は

老

ジ

カ

た

の

を

に

パ

一

い

あ

ざ

ド

確

果

る

「

結

あ

，

オ

ず

に

ひ

ツ

誓

菰

肚
べ

顔

撒

た

・

ひ

，

れ

鳥

対

よ

一

。
た
に
枷
霧

諜

瞭

り

モ

，

は

て

り
鵡
は

誌

識

等

ま

・
．誰

媚

を

「

ｆ

一
続

。

一

。
い

を

な

カ

り

た

蜘

姻

野

奴

騨

鰍

か

蜥

糺

ｄ

ウ

め

ん

に

言

も
．
い

ら

た

求

せ

出

を

し

し

で

み

て

い

本
駄
躇

ま

の

読

せ

媚
難
礁

鋤
縦
關
翫

警

や
舞

鷺

論

犠
懲
藩

瀞
糧

認

瀞
　

。

…

す

読

な

た

　

の

ボ

う

影

判

ま

け

た

あ

「

よ

な

批

り

受

し

§

・
の

ん

に

な

を

ま

㎞

す

ご

ど

夫

に

ト

れ

構鑑

鞘

騨

力

一

と

う

教

め

け

殿

精

」

よ

は

始

助

神

に

す

す

ブ

り

の

ナ

め

ま

話

ボ

か

彼

ゾ

た

い

て

，
わ

，
リ

の

思

い

で

，
く

ア

そ

に

つ

中

か

な

，
は

う

こ

の

る

は

は

ブ

よ

会

題

い

で

私

ボ

た

教

話

て

の

近

，

つ

は

い

え

る

最

が

こ

私

し

与

な

・
た

起

と

新

を

に

た

し

朝

ブ

な

響

的

し

ま

むす

可

一

な

が

い

感

工

杯

け

ま

腎

ポ

に

会

て

に

で

…
続

い

号帽倒鯉

η

力

・

道の徒聖

，

＼



、

人
〆

，
恐

で

る

夢

す

奮

み

よ

か

し

か

，

友

く

晩

も

の

れ

い

。
を

章

の

う

晩

ま

や

り

「

て

毎

つ

た

眠

悪

た

ち

３７

主

も

の

し

穏

な

凱
圃
獣

敷
灘
禦
繋
漏
燃

鑑

拶
熱
灘
耀
識
犠
瑠
麓

謙
繕

畿
雛
識
隷
継

狛
碇
独
難
泊
猷
麗
騰
胴
諦
躍
餌
舜
躰
秘
偲
賑
硬

榊
鷲
め
妖
鴛
犯
棚
沖
齢
艶
妊
艦

蝦
頒
も
算
謡
旋

の

よ

ひ

に

の

よ

，
だ

に

聖

モ

。

…

自

な

に

て

な

ン

け

れ

う

る

う

と

く

め

に

は

た

。
は

は

経

つ

く

ダ

助

ど

よ

め

思

こ

て

た

前

私

し

え

に

で

ン

よ

な

一

を

，
る

覚

と

の

け

る

る

。
ま

伺

時

朝

モ

に

見

ヨ

私

が

れ

が

か

晩

助

れ

寝

た

き

を

る

は

ル

ち

を

ジ

が

た

眠

目

い

る

に

逃

，
し

開

ろ

寝

私

モ

持

夢

ス

ち

し

く

で

な

あ

う

ら

と

ま

を

こ

夜

，

。
気

い

ウ

た

ま

よ

怖

は

よ

か

る

じ

節

こ

う

ら

た

な

悪

む

り

て

え

始

モ

す

の

ま

れ

で

識

し

教

ち

‘
。
で

そ

い

つ

ま

知

想

て

満

た

の

，
て

に

れ

な

回

い

に

し

た

が

え

．る

そ

か

に

つ

中

ま

つ

ん

覚

す

。
確

う

に

の

見

だ

せ

は

を

た

う

よ

経

屋

を

番

ま

ち

証

し

い

の

ン

部

方

る

い

持

に

ま

と

こ

モ

が

の

す

て

気

者

り

る

を

レ

ま

私

証

え

い

道

な

あ

ノ

と

モ

た

て

が

覚

か

求

に

で

こ

こ

み

め

私

り

温

と

う

実

駒

吐

濾

榊

睦

猿

焔

鵬

融

噸

ｄ

脚
瀞
籍
灘
驚
欝

議
蹴
濃
鰍
繍
灘
腰

ま

一

。

こ

た

経

言

証

ル

を

い

に

い

オ

す

，

し

ン

な

に

モ

ま

て

い

て

ウ

ま

と

ま

モ

ん

私

。

た

め

つ

え

い

る

め

ル

ど

時

す

み

求

が

　たしまし
力努に議ノよいなら鳴怒

「

り祈の謝感

予

た

二

。
ち

く

し

天

を

者

ち

た

み

ル

す

持

た

ら

，
の

言

持

い

う

オ

で

気

い

ば

や

る

予

気

書

い

フ

妹

た

失

す

と

げ

の

な

を

と

リ

姉

つ

も

の

こ

上

経

う

経

に

カ

ス

い

で

り

た

を

ン

よ

ン

う

，
エ

と

ま

ま

し

び

モ

の

繍
禦
騰
繭
畿
鍛

肱、鷲

聴
罷

籍
鍛

翻
錨
際
罷

膨
鰍

福

・

よ

祝

ラ

の

て

ズ

次

つ

エ

に

よ

。
時

に

す

の

と

ま

会

こ

き

大

む

で

総

読

解

の

を

理

年

経

に

８６

ン

易

１９

モ

容

は

ル

が

長

モ

と

管

辮
難
鷺
叢
難　～

や

し

イ

い

う

い

ら

自

ｄ

ム

３

も

と

ヤ

弟
驚

襲

縮
難

霧

鷺

諺

℃

あ

ン

な

ま

満

。

ず

ま

ブ

聖

。

よ

そ

し

く

ア

る

に

不

た

ら

り

は

日

た

う

，

騰
　灘

講

繋

人

叫

ワ

田

て

一

ま

鳴

大

も

し

い

く

オ

い

怒

は

身

ま

ま

な

フ

言

く

親

自

し

し

見

州

は

よ

両

私

は

て

を

ス

妹

，

。

，
力

れ

倒

サ

姉

で

た

し

努

ぶ

面

キ

ト

手

し

た

に

つ

の

テ

イ

苦

ま

し

う

が

ち

と

ラ

は

い

ま

よ

身

た

」

ル

の

て

い

い

自

妹

た

一

う

し

て

な

分

学

う

，
心

入

教

い

く

熱

け

宗

と

な

。
受

で

に

は

た

に

学

う

で

し

易

大

よ

の

で

容

グ

む

む

題

を

ン

読

読

課

ジ

ヤ

間

だ

う

ン

・

分

た

い

レ

０

ま

れ

教

と

年

し

か

と

こ

８６

福

書

ら

う

１９

祝

に

子

い

」

に

こ

の

と

道

う

そ

ン

る

の

よ

，

オ

さ

徒

る

き

シ

だ

聖

き

と

が

く

「

撚

輸

こ

経

き

祝

味

引

ン

生

い

ーｄ

カ

は海

雛

鰍
雛

驚

灘
撒

騨黙

の

チ

聖

な

れ

読

た

て

ぐ

の

で

家

モ

な

を

し

つ

す

後

と

，
ル

き

典

ま

か

は

ら

こ

れ

モ

で

聖

い

向

私

か

る

薄

。
は

き

ま

に

。
れ

鳴

に

た

と

続

し

ち

た

そ

怒

第

し

こ

，
次

ま

る

き

て

た

し

と

引

っ
妹

で

る

聞

は

り

す

は

．ぼ

や

ク

す

の

動

な

服

。
み

衝

に

克

こ

さ

弟

ッ

日

は

た

ヨ

た

休

の

か

を

平
灘

読

麗

鴬

も

日

私

た

み

た

す

と

鳴

時

と

，
し

読

し

と

つ
怒

．
た

日

う

ま

を

ま

う

ず

，

つ
曜

よ

い

経

ぎ

よ

も

は

婦

肚

糺

は

ひ

随

胤

劫

は

知

蜘

誕

の

妖

癌

勅

癬

踊

肱

ほ

　たしまきてれさま悩に夢い悪もカろこの供子
「

が

自

サ

と

と

封グ

こ

こ

タ

い

る

ユ

な

眠

，

れ

に

と

眠

ち

・
」

う

す

」

る

で

ま

す

の

覚

う

た

を

そ

つ

目

。

ま

こ

た

し

中

し

て

破
雛

え

あ

に

慧

砺

燃
臨
週

体

号帽句朧
”

力道の徒聖



、

法方な々様ぶ学を経ンモルモ

るえ加をり祈学を経ンモル

。

モ

す
，
ま

ら

り

か

か

紙

わ

手

が

の

と

く

ア」

多

る

る

あ

れ

が

ら

法

せ

方

寄

な

に

々

室

様

集

は

編

にぶ

く

ラ

ん

で

と

ま

る

出

州

そ

ま

ほ

り

す

に

ア

「

る

は

あ

対

醐
惹

欝

慰

漁

影

ａ

脱

Ｕ

は

一

気

な

な

モ

藷
藩

麓

へ

と

．

，

が

い

つ

瓢

糠
濃
鯖

欝
灘

欝
，

噸

貧

η

捷

慰

ａ

謹

曜

わ

ド

な

祈

ん

す

強
・

す出き書を則原な切大

るけつを記日

て

べ

ら

る

ト

ま

つ
述

か

き

一

き

思

は

経

で

ノ

で

と

妹

ン

用

，
が

い

姉

モ

応

ど

と

た

ド

ル

う

な

ご

得

一

モ

ど

き

す

を

オ

に

と

だ

．

の

フ

て

身

た

い

も

・

し

自

し

見

な

ン

意

分

胆

を

的

リ

用

自

落

き

体

の

を

を

は

導

騰
盤
讐
難

㌶

溌

嬉
鄭

い

て

学

か

を

す

む

ラ

て

を

た

様

基

。
ト

残

州

べ

実

し

く

に

た

ス

を

ド

述

事

で

い

仰

し

リ

証

ラ

は

や

の

て

信

ま

キ

て

ロ

妹

事

も

し

，
り

．

い

コ

姉

来

な

残

て

な

ス

つ

と

グ

出

う

き

い

に

エ

に

」

一

る

よ

書

つ

う

イ

愛

た

バ

わ

の

を

に

よ

と

の

し

ド

か

版

録

生

う

神

子

謙

勃

め

倣

淵

媒

偲

焔

醐

灘
難

職
寿

麓

醜

舶
籠

ブ

い

並

モ

子

づ

自

の

ぞ

秒１５低最日１

を

受

あ

め

姉

ン

は

経

を

は

読

ジ

モ

り

ン

れ

り

を

ン

ル

よ

モ

そ

わ

典

ラ

モ

秒

ル

，
変

聖

一

，

１５

モ

時

に

ら

ロ

は

も

秒

た

さ

な

・

に

つ

ｄ

１５

れ

し

い

ル

ち

い

た

低

ら

忙

ら

ロ

う

，

し

最

え

・

ぐ

ヤ

つ

て

ま

与

た

間

キ

た

い

い

臥

が

し

秒

の

が

つ

て

毎

ジ

ま

１５

一

月

に

し

鵬
識
臨
黙

－

好

繍

斌

隙

丸

あ
醐

悠
響
議
難

拗

凪

熱

鮒

胱

ば

臓

肋

読

け

り

ま

妹

経

は

蕪
ま

モ

セ
し

灘懸
劉

磯

聾

山
匡⊃
」
Ｚ
エ
Ｏ
コ
ト
ｍ
エ
」
くに
Ｏ
Ｏト
Ｏ
エ」

るけ傾を耳にまたみ

度

州

い

り

君

３

ホ

て

か

の

，
ダ

つ

か

和

け

イ

語

半

．平

続

ア

は

年

，

諦
藩

顧

□

鱗
麟
麗

欝

糠

灘
隷

’
．暗

糺

”

丸

胱

茄

目

レ

ま

ま

で

わ

に

ジ

典

つ

で

い

間

こ

代

と

ッ

聖

か

の

と

行

す

る

こ

レ

「

向

も

王

，
だ

徽

鰍
慧

惚

嚇

舷
恥
穏
謝
野

溺
ガ
も
噸

ま

犠

磁

禦

鵬
蹴

こ

さ

ペ

ギ

な

の

サ

び

こ

）

さ

と

一

単

い

】

学

る

驚
∴
囎
讐
灘

鎌
　鞍
雛

噸

に

吋

耀

脚

謡

誰

献

腰

榔

り

集

ビ

を

て

す
／
・
に

と

号帽倒鯉
舞

力道の徒聖
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Ｏ
匿
を
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」
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回
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、

クオンクンアフ

てけ続し愛をち’た供子

・

の国韓

むちた女少の院

むムキ●ユジ●ン

朋
諜

ユ

鰯肇鞭珈写誕
朝

撒
右
男
帰

剤

炬

上

拡左

ス一ダンサ●ク一ミ●ン一リ一ヤシ

ア

を

が

・

業

事

一

事

仕

ダ

善

つ

ン

慈

と

テ

。

ひ

「

す

た

の

で

ま

妹

の

，

姉

た

て

ン

つ

つ

ア

だ

と

フ

り

に

，

ま

女

が

始

彼

夜

の

た

の

」

い

Ｑ

そ

ム

て

た

の

一

し

し

月

ホ

と

で

１１

・

命

の

年

ズ

使

た

６９

ル

の

つ

１９

プ

涯

ま

ツ

生

始

夢の仕奉

が

長

夜

働

国

。

，
に

韓

す

き

め

，
ま

働

た

前

い

で

の

以

て

畑

様

と

し

は

神

つ

発

昼

て

ず

を

，
け

り

端

は

受

よ

に

女

を

れ

代

彼

育

そ

時

た

教

は

女

つ

ず

夢

少

だ

必

の

た

者

来

仕

い

信

将

奉

て

な

，

の

れ

心

も

妹

さ

熱

つ

姉

領

の

い

ン

占

会

と

ア

に

教

る

フ

本

派

な

日

老

に

と

り

ン

け

い

い

母

に

女

そ

が

回

ク

だ

で

と

が

ク

彼

。

Ｑ

ち

の

・

れ

ま

か

ち

オ

て

た

た

た

身

ン

そ

今

の

た

ン

つ

し

し

女

の

ア

も

，

る

分

ク

よ

ま

で

少

り

フ

て

た

な

自

・

に

い

会

た

か

，

と

ま

う

，

ン

範

て

教

え

ば

は

は

。

ど

は

ア

模

つ

ト

び

か

ち

家

ん

先

ち

フ

た

願

ス

お

ず

た

。

せ

ら

た

，

ま

も

り

の

わ

供

た

ま

か

女

性

。

と

キ

人

。

子

し

り

れ

彼

女

す

い

・

３０

す

の

で

あ

こ

し

の

で

た

ス

，

ま

こ

の

は

，

か

こ

の

い

エ

を

き

だ

る

く

て

し

る

だ

集

イ

街

い

ん

い

広

れ

。

す

ん

に

徒

の

て

包

て

ど

離

た

頼

望

会

聖

ル

い

に

つ

ほ

を

し

信

と

教

日

ウ

歩

フ

か

る

護

ま

い

い

た

末

ソ

ぼ

一

向

め

保

り

慕

た

れ

，

の

と

カ

に

住

の

あ

に

き

く

そ

国

ぼ

ス

家

が

院

も

う

い

て

こ

を

の

数

児

安

よ

て

い

会

韓
品

ク

人

孤

不

の

つ

導

教

の

オ

の

た

う

親

従

が

の

号咀鋼朧

鎗

ハ道麺劉

















幾
気
璽醜腿努γ獅

拶

．

態

－

隔

、
内

ザ

劉
把
姦

．

繍
ス

の

ツ

。

ウ

次

チ

た

ラ

て

ス

し

ブ

し

ラ

で

の

ぞ

プ

の

ぞ

。
た

た

に

た

つ

え

中

し

入

教

の

ま

の

を

み

き

糸

方

ご

説

や

て

は

を

針

当

妹

さ

に

の

姉

切

人

ぎ

ン

大

一

継

ア

の

人

，

フ

約

一

て

。
倹

，

つ

す

，
は

配

ま

と

に

を

い

る

べ

箱

て

け

夕

縫

え

つ

の

裁

・
覚

見

庭

の

く

を

家

ク

し

用

そ

で
，
ま

べ

代

タ

ス

の

バ

庭

，

家

に

は

う

夜

よ

の

る

日

え

曜

集

月

に
Ｑ
会

た

教

し

が

に、つよの母おな今

む

は

の

プ

ユ

い

ホ

ン

室

，

。
忘

人

メ

つ
会

た

妹

ん

フ

し

し

妹

役

前

ら

し

，
ア
自

は

す

を

カ

ア

歌

に

し

姉

と

，
離

で

姉

え

年

か

ほ

が

フ

な

に

ま

妹

リ

，
で

妹

ま

ン

ほ

や

と

ん

汐

燃

ロ

鱗

揺

好

免

麟

剰

獅

獅

刀

貿

關

聯

越

刀

鵡

謁

渡

鮒

〃
譲
↓
沙
欄
捌
硬
ぢ
鳳
猟
㍗
襯
瀬
給
凱

航
就
賭
鞭
帆

諦
裂

禰欝

舗
鱒

騰

濃

蜘

灘
丸
ぽ
轍
翫
施
魏
仕
賠
漸
繍
胤
罫

団
狙
嫌
囁
撒
搬
駅

り

我
賠
心
初
妨
鯛
伽
略
残
顎
栂
勒
％
汐
斌
齢
が
紙
井
臥
慮

鐸
蕪

欝
鷺

灘
瀦
獺隙

擁

離

齢
諺

領
聯

壕

智
謙
倣
鼻

急

襯
吐

避

躍

膿

論

黙

頗
棚
禦

瓢

膨

響

融
鵡

　

り

と

韓

会

た

度

数

名

の

に

め

け

が

教

し

名

は

う

妹

共

始

助

長

の

で

知

長

い

姉

と

を

る

部

で

ん

の

部

と

ン

団

動

め

道

ル

せ

会

道

」

ア

唱

活

広

伝

ウ

ま

教

伝

ズ

フ

合

ト

を

ル

ソ

ぎ

に

ル

ン

て

ズ

一

音

イ

ば

す

共

イ

ズ

し

ル

サ

福

テ

れ

に

と

テ

イ

そ

プ

ン

，
に

よ

度

師

。
ラ

。

ッ

コ

に

年

に

程

教

た

ホ

た

ア

め

ち

７４

査

ト

宣

し

・

し

・

た

た

１９

調

ン

，
ま

一

ま

一

る

女

。
る

セ

中

ぎ

ユ

り

ダ

す

少

た

あ

一

期

注

二

作

ン

介

は

し

，
パ

任

を

「

を

テ

紹

妹

ま

は

１０

の

力

で

プ

は

を

一

ら

音

繍
説
磐

道

あ

つ

３

一

伝

に

ご

ｄ

パ

ル

か

お

た

７０

イ

な

ら

し

は

テ

ざ

か

ま

民

糠

撫
師

ま

む

撚

諜

曜

こた見をのンつ舞る振に的情感になん龍カ妹姉ンアブ「

む

で

員

た

姉

え

に

の

間

全

ん

常

全

し

ン

教

時

民

年

に

選

ル

彼

福

が

は

ま

ア

と

た

住

３

と

を

グ

，
に

の

に

れ

フ

に

し

は

は

こ

師

ル

て

々

。

齢

恋

謡

額

驚

讐

辮

欝

ル
言

べ

回

の

し

ア
た

２・

日

殿

ア
扱

食

物

ブ

て

日

し

ま

る

に

知

道

上

の

ボ

意

国

の

グ

う

め

て

意

な

国

の

伝

を

人

の

同

韓

た
．
嬬

踪

礁

誌

、．

変

フ

を

も

た

た

目

聖

て

族

藷

誌
雛

獺
灘

雛黙

こ
認

驚

フ
聲

鱗

フ
靴
ご

禍

む

の

お

力

人

た

公

一
担

ら

よ

ん

。
リ

ー２

し

て

ホ

分

着

は

さ

た

メ

。
ま

し

。
れ

ば

カ

く

し

ア

た

し

そ

た

そ

れ

シ

た

で

が

し

道

，
し

れ

す

エ

け

と

人

ま

伝

と

ま

そ

繕

ジ

だ

こ

３３

り

て

こ

い

を

修

を

る

す

，
渡

し

ぶ

て

事

。
と

き

出

ち

を

と

学

え

仕

た

こ

で

に

う

海

師

を

考

の

し

の

，
子

の

て

教

感

と

ど

ま

時

は

養

供

つ

宣

任

だ

な

え

た

つ

に

子

な

任

責

切

除

教

て

と

族

の

と

専

が

大

掃

に

捨

ひ

家

人

子

が

ち

も

，
う

が

の

の

８４

養

人

た

最

濯

よ

か

標

徒

た

の

９

女

が

洗

う

れ

，
少

と

，
扱

だ

号帽用朧

４・

凶道の徒聖



勤

つ

国

と

韓

に

が

皆

　

り

ん

は

さ

日

じ

た

を

ト

。
大

フ

ム

ン

員

力

る

バ

レ

団

リ

贈

ル

タ

唱

メ

を

ア

ビ

合

ア

盾

ド

レ

と

在

と

一

テ

一
駐

ム

。
コ

の

タ

国

バ

お

し

た

レ

カ

レ

韓

ル

靴

国

つ

の

リ

ク

，
ア

大

帰

だ

団

メ

ン

年

ド

「

て

日

唱

ア

リ

６８

一

。

え

い

合

つ

・

１９

コ

妹

終

し

持

ト

レ

姉

端

を

悲

に

一

に

ン

左

務

て

左

手

ア

右

使

ア

，

か

を

日

。
し

い

出

手

１

た

楽

て

に

の

ぼ

し

週

っ

。
で

毎

語

設

弟

ほ

施

兄

，
す

ん

『

は

π
吻
縫
醍
鮒
き

一

浴
嚢

蹄

夢
フ
　

湘
醜
麗

描

噸
犠
蕪

諜

購
盟

灘
赫

熱

藻

間

け

握

が

り

む

教

間

を

こ

を

会

は

ス

，

。

す

も

灘
鎌
欝
灘

が

こ

け

人

る

だ

の

す

る

て

に

け

べ

口

続

す

を

み

る

い

励

は

つ

し

日

た

ま

い

，

れ

な

は

く

わ

女

て

思

彼

え

。

削

。
教

瀦
㌃
紬誹
灘

輔繋

灘

騨

儲蹴
貯

女

と

ふ

つ

ア

は

の

彼

う

も

迷

フ

と

い

「

思

と

に

。

こ

救

議
螂
欝

総

鰍

凱
鞭
震

長

な

ま

の

か

い

に

部

う

れ

か

だ

救

と

道

ど

ら

ほ

ん

な

ご

伝

は

い

Ｑ
歩

的

る

ル

ち

は

す

を

質

す

イ

た

に

で

道

物

介

テ

娘

ず

ず

の

に

紹

ｄ

と

の

え

は

て

ち

を

す

」

こ

覚

た

し

た

音

で

ん

ら

を

い

と

娘

福

の

せ

た

動

で

き

の

，
た

ま

つ

感

ん

働

こ

し

え

り

か

ら

死

下

が

す

与

あ

な

さ

は

，
妹

で

も

が

い

お

り

り

姉

白

会

と

が

な

た

た

ン

明

機

Ｑ

的

す

フ

き

キ

建

長

週

し

は

の

ｄ
知

な

に

す

と

す

を

す

ば

目

ま

る

で

一

が

殿

の

願

ル

主

す

を

行

業

ま

こ

ま

と

で

女

の

み

い

の

い

こ

ま

れ

の

い

あ

に

テ

殿

神

常

志

ブ

。

瀞懇

灘

坤難

臨

麟
謙
謡
熈

蜆
聡

幽
慰

靴
際

灘
露

籠

撫

薦

蠣
縢

，
せ

。
へ

喜

模

ま

静

バ

言

い

き

ン

参

と

私

開

国

長

１９

続

力

巧
のひ
乙
劒
旺
鵡
ざ
髄
都
働
狛
髄
軸
勅
儲
酸

鶉

し
駄

心い広くき大

と

ご

々

入

に

の

捜

一
家

。

め

お

品

ア

姉

見

の

合

に

二

人

け

国

こ

を

コ

。
す

。
た

，
用

フ

ン

週

園

の

ち

ジ

の

受

韓

。
弟

ル

た

で

た

た

は

日

。

ア

毎

稚

事

た

。
中

，「
は

た

兄

ア

し

の

し

い

一

て

た

フ

く

幼

仕

供

す

界

し

一

し

の

は

ま

た

ま

て

二

し

し

，
な

な

い

子

ま

世

愛

二

ま

り

彼

い

い

せ

つ

ジ

を

ま

し

は

き

し

，
で

て

さ

な

。
話

み

か

で

大

忙

の

い

は

も

ジ

り

き

知

た

は

ん

つ
所

に

た

電

頼

し

う

は

の

ム

て

、Ｄ

で

織
烈
隷

蕪
難

轍難
灘
灘

。

の

は

離

つ

体

ぼ

な

ろ

を

ど

れ

し

で

の

わ

の

し

仕

差

す

い

ｄ
を

れ

見

肉

は

的

そ

絡

き

く

知

ん

そ

か

奉

も

ま

き

す

と

離

と

も

に

公

を

連

と

て

承

せ

。
か

の

に

し

大

で

こ

に

つ

に

身

を

品

に

，
め

で

ま

す

も

私

人

話

て

の

の

前

や

的

，
彼

用

妹

ら

か

事

し

で

に

無

な

ら

く

る

そ

年

。
神

く

く

日

姉

か

確

返

を

の

た

の

ん

が

広

き

，
２８

す

精

な

な

が

ン

く

か

つ

話

た

つ
覧

妹

ど

な

ど

で

て

，
で

，
も

む

族

ア

い

る

た

電

け

あ

姉

，
み

ほ

が

し

は

の

で

事

や

家

フ

て

い

ふ

に

か

に

ン

ず

え

く

と

国

一

た

症

仕

は

の

は

い

て

は

設

出

職

ア

ら

ほ

届

こ

帰

二

し

存

も

一

者

［
置

り

妹

施

に

の

フ

ま

ほ

も

る

時

ジ

出

依

金

二

患

二

を

足

姉

は

い

長

ど

は

に

れ

一

時

し

ル

も

ジ

ジ

金

が

ン

妹

舞

園

号帽用朧

４・

凶道の徒聖
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光の音福たつ合ちか分でスリギイ

一ヨシドツララ０ンア

○

りの道のへ道伝

の

ま

で

ま

ま

ち

が

き

せ

さ

く

た

れ

，

ら

つ

順

し

自

。

の

泣

ば

で

の

回

分

い

ま

た

い
も
持

と

つ

ま

告

歩

れ

そ

は

あ

ま

，

で

不

た

彼

も

え

」

人

き

自

て

ま

み

て
描
面

こ

て

り

宣

び

わ

に

ｄ

と

，

は

や

ん

も

し

の

と

笑

る

，
動

い

で

は

し

た

は

き

な

い

は

あ

と

再

言

直

た

こ

だ

と

と

せ

に

ま

き

こ

が

な

か

り

』

う

と

素

し

る

た

時

こ

ま

柄

び

と

う

た

に

一

知

し

私

で

粛

な

私

が

，

が

厳

ら

，
み

い

も

』

，

ま

れ

。

た

る

り

事

学

た

笑

な

き

向

と

ヨ

予

ひ

ジ

と

ま

．時

え

ら

な

時

望

さ

『

う

て

き

入

ん

け

す

あ

な

を

つ

は

あ

好

に

ひ

。

難

灘
欝
麟
懇

　　欝
謙

り

の

。

こ

さ

。

お

ま

残

死

か

は

，

け

け

か

こ

違

る

ジ

体

か

な

と

は

。

ヨ

を

よ

振

生

た

る

さ

た

『

り

『

。

る

と

は

受

歩

ず

る

く

す

。
な

ず

き

こ

々

た

ジ

け

る

人

し

あ

の

し

で

あ

り

ん

れ

こ

時

を

む

ゆ

た

応

た

由

む

好

く

人

し

助

れ

。

モ

書

「

し

て

い

な

慎

お

彼

。

は

自

め

だ

搬灘
灘
灘

と

勉

か

仕

が

私

じ

状

は

書

な

の

節

奉

ち

，
命

な

主

と

み

経

２１

は

た

も

が

ん

。

，

え

ン

章

に

私

て

主

ど

と

る

ほ

モ

２

こ

。
え

。

，

こ

れ

ほ

ル

第

そ

た

仕

る

い

む

ら

は

ク

見

が

る

ツ

に

明

な

ラ

街

照

に

ブ

の

に

所

市

通

ち

場

都

普

こ

い

の

は

ち

し

い

問

あ

美

沿

昼

り

て

海

澱
鰯
鶴
勧
瞭

リ

一

，

，
養

・

ギ

み

彼

音

ギ

ブ

が

と

保

一

イ

，

・

福

す

る

な

ヨ

の

が

た

を

ま

も

名

ジ

通

ん

し

々

イ
え

と

有

普

せ

ま

人

は

ま

え

見

れ

変

て

。

外

し

を

得

す

は

も

生

を

ま

老

か

人

け

い

雛
灘

耽
遜

ほ

る

つ

肱
謙

れ

い

思

に

そ

て

う

当

は

れ

そ

本

分

ら

。

。

求

け

恩

…

の

…

神

…

　

行

一

は

で

わ

で

障

ど

め
．
た

も

て

福

あ

を

ヨ

足

の

変

合

脳

ん

留

し

に

つ

祝

力

諦
難
欝
瓢
鋤
器
錨
聖

と

発

ス

命

回

な

と

。

，

で

い

年

で

い

て

ひ

で

一

一

を

重

ご

た

め

の

て

５

ま

動

き

中

る

一

…機

，

ね

ま

を

つ

．
じ
凝
要

勢

物
伽
繧

漂

う

た

同

に

１０

で

死

正

回

て

ら

師

い

し

と

骨

Ｑ
気

し

は

と

で

人

背

た

病

こ

外

，
針

の

，
し
・
る

起

。

以

う

指

通

が

ま

こ

を

す

足

な

の

普

す

り

起

害

で

，

描

瀦

桁

曾

妨

慌

畔

め

㈱

畑

気

立

と

の

求

の

な

ど

こ

た

ず

つ
が

教

ら

な

な

宣

わ

に

け

る

か

活

受

れ

か

映

を

ふ

に

は

な

ｄ

れ

こ

前

に

で

こ

年

ケ

は

能

度

る

し

強

た

ツ

キ

で

つ

り

ち

カ

一

身

乗

か

打

ル

テ

出

に

か

に

オ

ス

の

す

に

害

フ

一

部

い

ひ

障

・

タ

ド

車

ま

の

ズ

ス

一

嘉

対

く

ム

レ

ワ

唯

，
多

一

・

ド

で

り

で

ソ

ス

ル

島

あ

ま

む

・

リ

一

諸

で

れ

た

の

道

て

出

出

ン

ギ

イ

ス

師

こ

し

め

伝

じ

に

に

に

ヨ

イ

フ

リ

教

，

ま

初

が

感

道

道

の

ル

は

ン

ギ

宣

も

き

の

分

を

伝

伝

る

ヨ

老

レ

イ

る

ら

て

道

自

ド

で

。
あ

ジ

長

グ

Ｑ

い

が

つ

伝

は

イ

体

だ

が

ト

部

す

て

な

勝

老

ラ

る

と

由

長

プ

あ

ご

理

」

ト

て

の

な

な

だ

ッ

し

害

派

分

の

力

対

障

立

十

る

レ

こ

「

こ

）

〉

ノ

を

ウ

し

し

罷

鵡
猟
鉱
置

，

た

し

は

て

に

ろ

出

ま

の

く

道

ラ

こ

に

し

た

な

伝

し

長

々

ら

ト

人

照

ツ

む

く

力

住

。

る

ル

に

る

明

オ

ル

い

を

フ

一

て

街

・

プ

し

の

一
ク

ら

夜

ヨ

ツ

た

が

ジ

う

も
覧

ン

，
プ

を

オ

に

も

光

ネ

う

仰

に

な

よ

信

活

々

す

の

生

様

出

老

の

号帽句脱

４３

力道の徒聖





ブ

が

と

時

言

を

地

上

老

す

う

と

養

雨

長

探

こ

こ

保

て

ト

。
を

で

る

岸

け

ツ

老

者

顔

い

ｄ

海

受

力

長

道

笑

て

ん

い

を

ル

ル

求

は

れ

せ

高

風

オ

一
も

老

ら

ま

瑚
諮
藩

赫
離

判

↓

厳

↑

以

肋

嘲

喝

イ

ブ

歩

デ

レ

オ

。
て

ク

遊

，

フ

す

つ

ツ

の

僚

，
ま

な

左

ラ

り

同

上

も

い

行

き

即

』

は

ヨ

意

中

に

ほ

イ

任

。

一

。

請

を

ヨ

。

出

認

で

と

す

老

ジ

決

の

宗

れ

が

赴

す

・ポ

た

申

と

ジ

た

に

を

が

く

ま

長

，

に

文

改

ど

彼

に

ま

ス

し

を

こ

は

し

道

籍

心

聞

出

ト

く

ら

福

を

。
が

，
部

り

国

ま

所

る

者

ま

伝

在

決

を

に

ツ

な

さ

祝

々

す

度

は

道

か

全

し

入

あ

当

れ

，

の

。

議
贈

勢

艦

旗
鷲

舗

獅

羅

棚
総
弥
帽

灘
撒
難

懸
籍
藩
　～

た

座

と

そ

一

を

で

導

ど

ギ

す

ジ

ツ

さ

し

伝

一

訓

て

め

んせまりあも何はとこ
．
な能可不

，
し

点

間

師

も

を

は

で

利

年

教

か

談

福

の

に

２

宣

し

冗

祝

も

と

は

の

。
は

な

る

こ

私

一

か

彼

う

あ

る

「

唯

う

と

倣

斜

謝

丸

匠

ほ

概

こ

て

伝

壕

ご

で

同

て

つ

で

し

過

い

品

つ

償

す

て

で

な

新

と

を

い

し

け

や

は

に

難

車

だ

だ

じ

靴

一

　

苦

は

い

足

ん

で

す

い

も

も

ヨ

・の

彼

見

１

る

ま

ま

は

度

便

に

イ

し

別

雑

巧

ジ

生

。

え

靴

な

後

い

と

何

不

前

タ

ま

戸

，

，

人

た

さ

を

に

最

言

に

の

る

ツ

し

や

り

り

め

少

出

」

を

り

た

だ

も

た

多

に

ポ

金

配

つ

ん

と

の

た

道

ス

貯

シ

走

進

こ

す

つ

伝

い

に

ラ

で

て

る

い

い

は
・
細

め

チ

輪

つ

す

車

と

」

の

た

は

後

縫

り

な

る

ヨ

ヤ

う

す

，
を

た

別

え

ジ

イ

買

い

く

間

つ

特

替

。
タ

を

車

す

の

上

，
を

す

，

す

の

や

人

を

も

ヤ

ま

で

い

型

し

を

段

て

イ

り

量

車

小

が

中

階

つ

タ

あ

軽

の

Ｑ
問

の

に

，

プ

た

訪

踏

み

号帽句朧

４５

力道の徒聖

。
青

た

人

も

宣

さ

ま

決

時

れ

ｄ

か

ー

エ

一

ま

に

で

最

は

手

を

い

き

あ

た

，

い

友

い

に

心

り

と

た

つ

た

０
骨

す

，

ヨ

れ

帯

車

の

私

み

象

救

べ

が

し

が

て

い

な

第

安

な

う

い

に

し

加
肋

で

時

ジ

く

地

と

ス

。

の

印

は

る

ｄ

と

ろ

て

ぶ

ま

，

の

た

が

て

林

り

ミ

す

神

い

会

出

す

こ

ま

た

つ

な

行

次

を

に

り

し

か

く

る

，
親

う

知

っ

及

り

め

た

え

督

し

森

く

ス

ま

が

強

教

に

で

る

つ

・

き

て

も

の

道

の

ま

を

入

も

あ

始

っ

終

監

出

い

な

ま

ざ

し

残

し

母

よ

　灘
騨灘
灘
撒　鞭
欝

意決る出に道伝

ク

会

い

し

し

り

う

一

は

の

…機

た

ま

調

た

よ

ヨ

で

部

う

出

え

強

え

の

ジ

す

ド

合

に

ら

を

与

次

い

一

し

道

捕

と

を

，
ん

車

ワ

話

伝

く

こ

感

に

ろ

，

属

て

，
強

る

外

う

ち

よ

所

い

時

を

出

疎

よ

も

だ

は

つ

の

心

に

に

い

「

．ん

ｄ

一

に

こ

の

道

一

な

。

い

ら

ヨ

道

。
彼

伝

ヨ

し

す

な

か
鳥

ジ

伝

た

が

，
ジ

り

で

は

だ

，

で

し

み

は

，
た

の

要

理

後

論

ま

望

師

も

せ

た

必

無

の

討

り

う

教

ら

さ

っ

く

は

そ

ス

あ

い

。

が

惑

言

行

道

ラ

が

と

た

な

当

に

は

伝

藍

一
曇
薩

…
、‘

野

・・．

臨

・
「
・
「

隙

・

、
蔭
監
噴
．噌．博
雫
毒

霞

ー

．’
」
」
ζ
ゆ

Ｂ
緊
ｎ







一

む

。

。

，
精

た

つ

い

ま

彼

る

か

．
た

う

時

で

し

き

思

い

，
あ

の

し

よ

た

症

ま

し

と

思

と

。

い

ま

し

き

ン

き

中

ん

と

う

う

な

り

で

て

ウ

づ

集

な

」

思

ろ

く

あ

と

つ

ダ

気

に

「

う

を

だ

た

叢

灘
離

れ

と

ば

て

に

，

る

の

。

の

次

話

女

読

知

次

，

と

彼

を

を

の

り

ろ

き

と

ン

祈

い

に

動

こ

ス

ら

ろ

ち

の

た

ツ

か

い

う

唇

い

レ

れ

く

る

の

て

，

そ

ら

い

ち

し

て

。
ば

て

た

解

む

つ

た

し

し

私

理

た

私

と

と

い

な

．
し

，

話

で

を

し

，

に

ま

り

。

解

い

ビ

か

誤

思

レ

つ

を

く

テ

が

女

な

が

気

少

訳

ち

は

と

し

た

に

親

申

私

と

母

も

，

こ

は

て

も

た

　

を

り

て

す

気

思

せ

よ

下

以

ロ

よ

由

ン

ま

時

と

た

し

で

の

，
ま

う

を

て

ト

い

せ

る

と

い

の

の

．裁

□

ま

す

ほ

な

ご

分

を

。

し

ル

を

し

。
自

人

す

出

一

況

解

す

も

に

ま

は

ロ

状

理

で

つ

ぐ

い

に

ト

。

く

の

い

す

て

ロ

ン

た

た

た

は

め

を

コ

し

つ

い

私

し

努

ち

を

で

ま

て

，

ル

に

持

い

ん

り

し

来

一

う

ｄ

言

ち

い
燃
遜

し

作

た

自

ス

し

る

こ

ふ

に

の

分

が

き

い

断

つ

ン

な

も

た

な

眺
謙

話

を

し

不

ツ

嘆

出

た

Ｑ
気

た

自

た

で

と

判

あ

コ

が

何

私

れ

は

を

束

ま

が

レ

驚

を

い

た

を

つ

は

し

が

，

，
が

を

と

離

ん

し

め

的

は

い

り

た

に

は

し

私

分

約

し

耳

で

，
家

て

し

音

か

私

で

と

ど

ま

験

い

こ

ら

な

初

神

私

て

や

し

女

い

も

部

の

を

は

ん

り

し

ま

の

な

ん

こ

ん

ま

経

思

く

／

響

　

ら

た

開

ま

女

女

た

く

か

し

を

れ

彼

彼

私

て

員

で

ア

く

が

，

て

し

会

家

ド

て

人

と

つ

と

，

の

が

れ

の

す

座

う

は

親

女

入

所

話

に

こ

の

．母

彼

き

近

を

前

聞

た

い

，
招

，

と

，

を

れ

若

と

に

し

こ

れ

ン

訪

た

る

中

を

た

入

ス

が

れ

す

を

介

れ

け

ツ

私

さ

ク

ち

紹

く

受

レ

と

介

ツ

た

己

て

を

の

む

に

と

た

に

て

ス

屋

う

し

ン

い

ツ

部

よ

ま

ス

づ

レ

じ

見

し

ツ

気

は

同

を

く

レ

は

僚

も

方

き

に

に

同

娘

の

大

心

音

，

の

ち

を

熱

の

で

い

た

音

も

そ

の

ら

私

の

て

，
た

。

ぐ

，
ビ

と

て

つ

た

殿

網難
撫

黙
欝
羅

　繋
慧

鱗

　

ヲ

ヲ

灘
雛
鷲

儲
鍵
棚
撫
簿

鷹
．瓢
灘
脇

力

号咀鋼朧

４８

凶道の徒聖

グ

ワ
ダ

ル
ー

ペ

・
オ

ン
テ

ィ
ベ

ロ
ス

・
オ

ー

テ
ィ

ス

理
解

の
目
を
開
、レ

て



塞
駅

■

，
どナ‘たつかなえ見

「

」わ

こ

た

こが様スエ
麟

イ

じつる、しこ
こ

’

こそあ

長融篇黛闘弘
洌ア

●

得

う

で

，

よ

を

よ

中

じ

し

安

し

の

感

で

平

で

気

を

と

，

い

囲

愛

こ

得

な

雰

の

た

を

し

な

主

し

し

は

臥
度

が

感

陣
癒

き
伽
敬

々

実

，
赴

で

人

を

き

に

か

の

の

と

殿

静

く

る

む

神

の

多

れ

し

に

殿

ど

ら

苦

め

神

ほ

お

に

た

。

れ

が

。

難

る

か

ど

主

う

聯購

繋

纈

灘
灘
態
雛

ぽ

霞

鴛

切

た

蝋

砒

酵

誌

疏

い居

主

の

人

れ

り

あ

聞

た

ち

紳宮

，
な

ト

ら

お

て

だ

つ
た

の

に

所

ン

ベ

ど

い

ま

か

者

ｄ

の

ま

決

記

な

な

つ

つ

を

み

い

ト

主

々

る

リ

述

字

書

が

な

る

る

主

人

れ

コ

に

文

に

耳

し

す

あ

女

よ

ー

こ

の

に

』

ス

見

キ

し

男

の

篇

る

び

し

う

り

は

・

で

る

こ

盟

き

喜

た

こ

ｄ

キ

に

ス

る

鰍謙

鷲
欝

媚繍

と

で

き

み

た

・

は

た

家

ま

せ

ら

こ

い

と

の

り

う

ら

わ

の

き

ま

お

く

幸

る

主

足

よ

れ

，

主

行

れ

に

行

に

す

た

ち

し

わ

き

て

に

し

こ

に

と

を

れ

満

で

『

と

め

と

も

そ

家

こ

意

さ

い

る

て

た

込

も

か

が

□む

，

な

に

の

と

か

言

心

の

な

ス

う

は

う

節

と

源

む

と

ト

え

り

よ

希

の

に

ど

望

く

た

が

示

か

私

困

，

霊

近

ほ

希

し

し

々

指

を

。

や

安

と

身

れ

，
美

だ

人

や

い

う

病

平

体
．
が

ど

安

，

い

の

え

願

よ

な

と

肉

主

。
平

し

見

く

答

の

し

々

び

，

て

す

と

入

・
を

多

る

そ

で

様

喜

愛

し

で

び

参

ら

ど

す

，

と

に

ち

，

そ

証

喜

に

れ

ほ

対

し

こ

的

わ

感

，
う

る

殿

そ

れ

に

入

た

神

な

成

栄

い

な

神

で

ど

題

参

き

精

す

達

昇

と

内

て

中

。

問

に

て

，

。

，

，
る

が

め

の

う

る

殿

出

的

す

し

い

や

々

求

境

よ

い

神

て

体

ま

ま

救

し

人

を

環

し

て

て

れ

肉

い

励

，

つ

の

し

な

で

し

め

ら

は

て

，
新

ら

く

ま

聖

と

面

求

え

ち

れ

望

再

い

多

励

神

こ

直

を

な

た

ヤ

。
年

受

い

経

，
ば

の

と

，

祝

。
う

う

な

ご

は

が

ま

て

ざ

る

留

入

さ

清

チ

た

ー

を

若

な

が

そ

こ

族

は

と

た

か

そ

え

そ

に

と

い

り

さ

入

に

れ

。
心

「

し

て

め

。
聖

ち

の

て

家

ら

権

し

向

し

見

あ

節

こ

て

よ

汚

に

上

わ

し

の

を

ま

け

固

た

神

た

親

つ

て

彼

特

ま

に

惜

「

に

１６

る

れ

に

を

中

の

に

べ

て

磯
緯
灘
繍欝
撚
灘
総
囎鷺
糠
欝

豊

譲

轡

霧

こ

滋

漕
磯
濃

・
じ
第
主
主
わ

・

』

年

一

る

一

プ

族

に

そ

な

に

神

永

れ

を

び

式

歳

言

工

た

９７

の

の

ヵ

を

る

が

し

そ

久

ー
，ｄ

来

家

た

わ
め
而

れ

に

ん

に

前

チ

は
遠

に

つ

。
享

な

固

な

・

め

ら

竺

徳

勤

呼

い，

境

齢

銘

濃

鴛

、

鷲
詠
勧
混
號
綴
灘
隠
郷
鯉
鰍
圃
勧
勲
燭
肋
靴
㈱
聾
哺
に
肋
酵
嘱
轍
．繭

ぽ

数

の

に

る

親

で

い

ひ

だ

て

の

に

結

の

神

つ

い

教

殿

き

。
れ

ん

許

ら

来

ば

者

主

そ

後

け

両

験

白

に

世

し

こ

福

車

に

か

に

神

で

す

わ

ら

を

ま

り

れ

き

さ意用を福祝に者る

ルカ

ー

一口

　ｒ

」

｝



、

・去逝
，

／
妹姉ンソンベ●

で

と

し

に

と

て

。

，

も

夫

最

し

の

ト

活

た

一

族

人

ば

音

に

い

た

て

人

。

の

惑

次

イ

生

げ

は

家

い

し

福

私

ｄ

つ

つ

し

６

う

私

当

は

ワ

交

曲

と

は

深

も

の

，
す

に

語

対

，

よ

，

に

妹

ホ

社

を

こ

抵

の

と

女

れ

で

族

う

に

が

し

は

責

姉

「

の

準

た

翻

爺

論

糟

趣
驚

詰

磨

謙
蕾

謎

番

り

ち

中

も

は

肋

え

信

と

と

・

と

・

望

別

子

い

は

ン

記

の

実

う

召

あ

の

・

紬

封

特

。

・

主

祈

直

ば

対

つ

あ

腋

こ

そ

の

高

も

を

が

ン

判

，

受

の

一

た

ソ

評

は

を

者

ヒ

つ

ン

は

妹

賞

問

一

か

べ

度

姉

一

訪

コ

な

は

態

ン

カ

の

，

し

で

た

ソ

一

な
な
の
で
て
ン
秘
場
が
ろ
麹

膝

蘇
鷲

邸

、
か
を
は
で
霊
自

，
や
実
は
．、
命
。
べ
肋
響

袋

隊
蓬

疏
繭
黙

薪

徽
調
いつ
鱗
部
教
で
．、
し
り
妻
羨

雛

齢
熱

努

鋳

卯

強
妻
ソ
道
そ
羅

潔

館
監

罫

饗

冷

諺

馳
諏

の
り
慰

麓

灘

会
馨

灘

讐

談

篠

あ
ン
し
ず
ワ
の
．
年
む

も

べ

な

さ

都

妹

あ

米

た

べ

々

た

よ

ハ

は

り

度

て

出

首

姉

で

全

け

を

，

共

夫

は

，

，
ら

て

て

か

つ

て

て

あ

育

し

に

を

長

ら

供

成

傍

子

が

の

■

の

ら

い

理

歴

傑

イ

レ

年

日

オ

り

の

会

か

若

管

を

，

ア

カ

８５

末

・

た

人

教

て

の

性

師

は

，

ス

ー９

，
ン

。

ふ

５１

に

し

部

女

教

ら

け

ク

，

に

マ

た

と

，

難

灘

難

　□

姉

を

会

ス

協

ム

に

ク

同

尽

学

ヤ

，

人

。

ン

任

協

，
等

ガ

性

ツ

も

に

大

イ

は

４

る

ソ

責

助

長

初

リ

女

レ

ら

族

子

・

に

，

い

ン

な

扶

会

，
ブ

た

州

か

家

女

ザ

族

子

が

，

性

員

。
し

ポ

ジ

は

徒

・

遺

息

孫

様

も

女

会

任

出

ダ

ツ

に

聖

ブ

の

ひ

。

ｄ

姉

「

，

の

ち

夫

た

理

ミ

ヨ

動

ン

守

か

月

の

は

と

し

た

ン

。
は

人

た

り

し

管

ス

の

活

べ

を

欠

力

ち

妹

こ

ら

し

ソ

る

法

ｄ

管

る

祈

満

信

と

，
族

，

１０

た

姉

た

ば

ま

ン

あ

方

す

大

語

〕

も

い

る

６

供

お

旅

を

・

後

援

は

子

ど

を

会

ト

結

救

時

家

に

，
供

ン

っ

す

い

べ

で

の

で

ン

う

に

要

つ

こ

ラ

。
字

中

教

一

終

の

た

に

め

り

子

ソ

語

の

思

は

在

上

と

ソ

こ

緒

必

あ

起

一

た

文

界

時

バ

戦

へ

れ

実

た

送

に

ン

と

こ

と

族

存

最

こ

ン

て

一

な

の

が

ロ

え

に

世

当

ル

大

員

ら

忠

る

に

的

べ

た

の

う

家

な

く

る

べ

い

と

ん

女

題

ア

次

会

じ

り

え

地

身

つ

人

よ

切

導

い

つ

供

ど

彼

問

フ

支

常

に

・

二

教

命

残

支

任

献

か

６

し

ジ

第

，

に

に

し

を

，

。

し

，

足

一

，

き

う

庭

ま

紙

中

た

欲

も

満

ヨ

ら

赴

よ

家

励

手

在

つ

人

で

で

ジ

か

に

る

は

を

い

不

た

１２

「

ち

膿
翻
蕪
離
鶉
黙

し

ス

一

を

ソ

つ

さ

間

養

，

ヵ

い

大

九

に鎌
蜘

礁

で

り

む

む

に

子

び

す

ん

て

妹

の

学

ま

せ

し

姉

ち

，

い

ま

通

ン

た

き

て

り

を

ソ

私

泣

め

あ

り

，
努

は

祈

ン

〔

べ

は

い

と

壁

も

冤

蕾

騨
いっ

長

・

り

た

仰

，

号咀荊朧

２

／ー道の徒聖

ラ一ロブ
■

の

・

な

一

。

長

ン

行

レ

去

管

セ

に

ト

死

大

ツ

日

ル

め

ン

ム

ー９

ソ

た

ソ

ア

月

州

の

ン

・

８

タ

衰

ベ

ス

が

ユ

老

・

ミ

儀

，

で

ト

ス

葬

日

宅

フ

・

の

１４

自

む

タ

ラ

妹

月

の

た

姉

た

大

１０

・

一

姉

８

一

つ

ン

ふ

業

月

ラ

ロ

ン

。

イ

あ

ソ

，

つ

あ

。

で

会

に

る

殿

出

ン

あ

神

に

ガ

で

ク

君

一

時

一

夫

ロ

の

レ

の

州

中

ト

来

タ

学

ル

将

ユ

在

ソ

が

が

に

，

妹

り

学

日

，

ヤ

イ

間

身

か

ト

タ

つ

こ

界

日

チ

ア

の

出

ス

ル

ユ

な

る

他

ー

ス

ク

妻

ク

イ

ソ

後

に

知

に

月

リ

マ

夫

７

ル

て

の

り

を

時

７

ク

・

ン

マ

ト

つ

そ

と

親

の

年

・

ラ

セ

ン

ン

乗

，

ひ

父

歳

０ー

ル

バ

ツ

デ

セ

に

し

の

が

１

１９

一

一

ム

。

州

車

植

商

ラ

が

，

カ

バ

ア

生

リ

馬

入

属

一

女

は

で

’

・

誕

一

荷

に

金

ロ

彼

妹

ン

ン

ス

て

ズ

た

一
．音
ハ
フ

。

姉

ガ

セ

ミ

し

ミ

せ

イ

の

，

ン

一

ツ

ス

と

，

か

テ

民

し

む

む

た

る

は

力

卒

だ

ワ

つ

あ

ラ

し

を

ん

ハ

子

は

引

シ

拓

か

か

で

ン

ご

院

進

，

一

時

ヤ

大

イ

生

・

学

テ

学

ム

大

シ

小

ガ

業

ク

で

リ

農

一

ア

ブ

立

レ

ニ

の

．州

ト

ル

ン

タ

ル

オ

ガ

ユ

ソ

フ

一

。

，

リ

ロ

業

一

しと師教宣任専で島諸イ

は

つ

に

ぽ

に

。

ン

８

り

立

院

間

め

む

ゼ

て

た

旅

学

年

た

住

イ

し

ふ

て

大

５

の

り

ア

と

む

農

９

た

ソ

ロ

ム

。

ズ

フ

ソ

た

テ

で

ン

は

立

年

し

ン

州

ア

ク

末

親

に

ク

開

し

な

の

ロ

ガ

過

学

へ

に

道

婚

オ

夫

た

行

は

年

一

工

，

ン

れ

シ

歳

べ

の

州

２６

婚

ベ

タ

・

ッ

，

父

牛

一

で

。

は

た

フ

一

を

グ

院

後

伝

結

イ

妻

べ

わ

ク

９１

た

る

１９

結

ユ

ン

ザ

に

の

ら

レ

州

た

と

し

ロ

代

ン

学

て

ウ

む

閣

年

た

，

の

４３

れ

間

府

１９

さ

る

政

の

召

い

に
肋
物
筋
膝
諺
レ
館
拙
蹄
輔
號
奨

明
餉
畝
雛
畑
囚
ト
蹄
協
餓
脚
砒
翅

鷹
創
霧
農
籍
鱗
嘩

蝉

胆

刃

筋

齢

細

賎

纈

脱

痕

齢

講

掴

式

ワ

が

め

政

首

に

大

再

ソ

て

徒

会

，
ン

し

使

教

。
う

務

族

５３

ワ

間

べ

と

二

が

ア

た

通

農

家

１９

ハ
年

僚

十

夫



ズ一リシ会社対

ウ謬

は

０ー

責

に雛
つ保を触接

。

一

つ

た

た

会

ん

た

で

い

き

イ

勤

た

ま

も

書

よ

し

し

教

選

私

・
間

な

で

テ

購讐

懇

騰
繋
慰

霧

，

一

こ

遅

つ

人

書

に

る

ど

れ

も

こ

じ

シ

Ｋ

は

，

い

夜

ら

一

を

供

な

な

く

て

そ

感

州

・

夫

で

な

，
も

，
葉

子

に

べ

て

と

に

を

ホ

ン

の

ど

せ

で

ら

て

言

の

末

並

し

は

緒

愛

ダ

イ

私

な

わ

こ

か

見

の

前

週

す

に

れ

一

の

イ

レ

任

合

そ

校

を

し

齢

い

共

そ

が

そ

ア

イ

む

責

を

た

学

案

ま

学

の

顔

し

が

答

励

。

会

と

ま

ち

の

た

す

督

供

り

た

験

し

で

監

子

あ

供

試

と

の

，
く

に

子

や

の

と

て

夫

，

ル

族

つ

え

も

。

一

家

と

と

で

た

ホ

，

に

た

き

し

の

で

ち

，

と

ま

を位順先優たれ取の衡均

視

衡

み

い

均

て

広

。
げ

を

す

挙

事

ま

か

物

き

つ

，

で

く

ま

き

と

カ

し

る

と

を

あ

ご

位

が

る

順

標

見

先

目

て

優

の

涛

グ

ヒ

一

ル

バ

。

セ

ト

麟
諮
嚢
驚

蹴
彌
惣

る

合

家

業

る

を

こ

召

を

が

一

Ｍ

す

え

は

職

す

ら

る

の

標

ど

ソ

・

，

分

ち

せ

会

目

め

。

ン

グ

，

い

カ

イ

，

一

レ

味互

。

お

す

。

ま

す

り

で

あ

侶

が

ス

て

，
予

は

立

く

ン

つ

く

の

に

に

て

ラ

あ

な

事

き

点

み

バ

は

も

仕

と

視

て

を

労

と

。

た

な

え

し

苦

こ

す

つ

た

考

召

。

る

で

か

新

か

の

す

す

能

つ

，

い

む

つ
た

う

先

支

目

遠

立

れ

よ

優

に

番

は

配

ど

さ

教

の

永

に

取

し

最

分

２

次

く

立

が

分

て

さ

野
．
の

ま

●

十

●

●

よ

も

両

定

自

つ

だ

ア

ク

一

常

医

な

れ

そ

私

半

た

。

，
持

要

意

リ

物

，

教

ト

れ

き

レ

た

科

切

取

。

。
時

供

た

め

を

必

注

を

い

し

。

ス

け

お

の

ま

内

大

て

る

す

５

子

し

決

事

う

で

と

買

画

す

り

な

て

り

，

，
は

つ

ず

で

ら

は

ま

を

仕

買

。

ま

こ

や

計

ま

も

し

げ

た

い

ら

私

。

ろ

講

き

か

類

け

事

。
を

う

る

る

事

て

し

と

に

挙

ふ

ら

が

，

た

そ

を

と

時
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に
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５
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る
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ら
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つ
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を
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を
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を
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そ
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仕
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仕
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も

い

と

に
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は
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を
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を

は
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に
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て

，
任
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さ
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て

て

に
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つ
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と

ら
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と
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を
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と
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を
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と
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。
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．
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潮
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暢
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８６
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・
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。
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。
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ど
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・
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得
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得
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を
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を
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・
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，

衆

と
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修
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に

。
合

師

長

の

法

学

学

ン

域

地

会

会

く

一

共

た

，
教

ン

学

で

律

大

む

・

が

ダ

ム

ン

の

年

た

ン

メ

リ

中

学

と

妻

ン

で

年

で

ン

学

一

大

・

Ｈ

儀

ン

レ

ア

年

８９
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１９

さ

ノ

セ

地

部

域

長

多

ヤ

と

し

は

宣

セ

計

学

法

グ

ロ

一

力

南

地

会

て

シ

妹

道

代

任

一
会

大

で

ン

。
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に
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仕
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介
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佐
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を
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鵡
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●
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に
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を
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・
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を

が
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リ

。
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に
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と
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ら
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を
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４
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仕
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を
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を
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が
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て
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と
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を
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に
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に

と
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と
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に
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を
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て
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て
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を
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て
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が
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昨年秋,岡 山市内の要約筆記者養成講座で,立 って講義をする青山静姉妹。昨年の

この講座には約70人が参加した。要約筆記者として活動に参加するには,年1回 開

かれる同講座を修了する必要がある。

｢山 陽 新 聞｣1992年5月29日 付 山陽 新 聞社 提供

。
こ
れ
ら
の

自
由
な
人
た

の
大
意
を
伝

ブ
の
会
員
た

動
を
精
力
的

O

教
諭
。
岡
山
市
の
内
山
下
小

学
校
で
難
聴
学
級
の
児
童
た

ち
を
担
任
し
た
経
験
を
持

つ
。

｢昭
和
五
十
六
年
に
､

そ
の
学
級
の
様
子
を
難
聴
者

の
会
A口
で
話
す
機
会
が
あ

て
岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
ブ
｣

と
振
り
返
る
。
そ
し
て

｢難

聴
学
級
の
子
供
た
ち
の
成
長

を
見
続
け
る
た
め
に
も
｣
と

教
員
を
退
職
し
た
翌
年
の
六

十
一
年
か
ら
同
ク
ラ
ブ
に
入

デ
オ
の
声
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
録
音
し
て
要
約
､
さ
ら

に
画
面
と
ず
れ
な
い
よ
う
に

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
字
幕
を
入

れ
る
。
根
気
の
い
る
作
業
だ

が
､
今
ま
で
に
映
画
三
本
と

在
進
め
て
い
る
。

｢耳
が
不

活
動
-

自
由
な
た
め
に
買
い
物
や
役
も
さ
ん
b

所
で
の
手
続
き
､
健
康
診
断

同
講
一

な
ど
の
外
出
を
嫌
が
る
人
も

は
､
団

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

会

((

一
度
に
手
を
広
げ
ら
れ
な
い

6
)
。

要
約
筆
記
の
必
要
性
は
高
ま

る
で
し
ょ
う
。
要
約
筆
記
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を

も
っ
と
広
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
｣
と
使
命
感
に
燃
え
る
。

昨
年
四
月
か
ら
岡
山
要
約
筆

記
ク
ラ
ブ
の
会
長
。

｢要
約
筆
記
｣
と
は
聴
覚

障
害
者
が
参
加
す
る
会
議
や

研
修
会
の
会
場
で
､
発
言
内

容
を
そ
の
場
で
要
約
し
て
透

明
シ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い

く
。
こ
れ
を
オ
ー
バ
ー

･
ヘ

ッ
ド
･プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
(O

H
P
)
で
拡
大
し
会
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
。
あ

る
い
は
聴
覚
障

害
者
が
読
め
る

よ
う
に
隣
の
席

で
発
言
要
旨
を

ノ
ー
ト
に
書
く
。
こ
れ
ら
の

手
段
で
耳
の
不
自
由
な
人
た

ち
に
発
言
内
容
の
大
意
を
伝

え
る
。
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
た

ち
は
そ
ん
な
活
動
を
精
力
的

に
進
め
て
い
る
。

祥で確專ね聴教単ちつその
覚
障
害
者
の
強
い
味
方

麟
瀞
雛
朧

･三･

年
に
同
ク
ラ

､
現
在
は
岡

ら
七
+
人
が

､
岡
山
市
福

圓市
小
橋
町
)

き
､
早
く
正

読
み
や
す
い

習
を
積
み
重

り
､
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち

に
ど
う
話
せ
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
､
そ

の
会
場
で
初
め
て
知
っ
た
の

が
O
H
P
の
便
利
さ
､
そ
し

っ
た
。
最
近
は
､
会
員
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
映
画
や
ビ
デ
オ

に
字
幕
を
入
れ
る
年
業
も
進

め
て
い
る
。
ま
ず
映
画
や
ビ

､
元
小
学
校

①⑯んさ静

　松古東市山岡(

賠
離

畿
灘

･､

山青

,
電

鷲

逆

越

ゴ
､

'

窯

鞭

駕

難

･

ミ

軒

脚

＼

憲

.

㌔
㍉

董

･
ξ

験
雛

籔

醒ヤ

ビ
デ
オ

一
本
の
字
幕
を
完
成

さ
せ
た
。

ま
た
､
在
宅
難
聴
者
の
外

出
の
手
助
け
を
す
る
個
人
対

象
の
派
遣
活
動
の
準
備
を
現

難
鱗
獅

､

駕

渇
灘

雛鐸,簿

距害
者
の
強

い
味
方

麟
瀞
雛
朧

ノべ̂▲融 の
で
､
ま
ず
診
療
の
付
き
添

い
あ
た
り
か
ら
個
人
派
遣
を

始
め
た
い
｣
と
い
う
。

六
月
十
二
日
か
ら
毎
週
金

曜
日
ご
と
に
計
八
回
､

｢要

約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
習
会
｣
を
同
市
福
祉
文
化

会
館
で
開
く
。
今
年
で
五
回

目
。
講
師
は
同
ク
ラ
ブ
の
会

員
が
交
代
で
務
め
る
。

｢要

｢要
約
筆
記
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
を
も
っ

と
広
け
た
い
｣
と
話

す
青
山
さ
ん

｣

の
内
山
下
小

級
の
児
童
た

凡
経
験
を
持

+
六
年
に
､

子
を
難
聴
者

,
幾
会
が
ち

て
岡
山
要
約
筆
記
ク
ラ
ブ
｣

と
振
り
返
る
。
そ
し
て

｢難

聴
学
級
の
子
供
た
ち
の
成
長

を
見
続
け
る
た
め
に
も
｣
と

教
員
を
退
職
し
た
翌
年
の
六

十
一
羊
か
ら
司
ク
ラ
ブ
こ
入

デ
オ
の
声
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
録
音
し
て
要
約
､
さ
ら

に
画
面
と
ず
れ
な
い
よ
う
に

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
字
幕
を
入

れ
る
。
根
気
の
い
る
作
業
だ

び
､
へ7ま
で
こ
匝
ハ面
=
二本
ン
一

在
進
め
て
い
る
。

｢耳
が
不

自
由
な
た
め
に
買
い
物
や
役
も
さ
ん
は
呼
び
掛
け
て
い
る
。

所
で
の
手
続
き
､
健
康
診
断

同
講
習
会
の
問
い
合
わ
せ

な
ど
の
外
出
を
嫌
が
る
人
も

は
､
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

会

(0
8
6
2
⑳
8
6
1

一
蔓
こ
手
を
　ム
ザ
ら
れ
な
ハ

6
)
。

約
筆
記
は
歴
史
も
浅
く
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
年
配
の
中
途
失
聴
者
に

と
っ
て
手
話
を
マ
ス
タ
ー
す

る
の
は
大
変
で
す
し
､
要
約

筆
記
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一

人
で
も
多
く
の
人
が
講
習
会

を
受
け
て
私
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山
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の健康 と家庭事情の許す限 り,要 約筆

記クラブに属 し,要 約筆記 を通 して難

聴児 の母 とな り,中 途失聴の方 の娘 と

なって,難 聴者 の障害に対する理解 を

深めてい こう。 そして,難 聴者 の皆 さ

んが より良い社会参加ができるよう,

陰 なが ら働かせていただ こう｣と 思 う

のでした。

難聴学級の担任を務めて10年 が過 ぎ

た昭和60年,定 年退職。退職 した私 は,

待望 の要約筆記の仲間に加わ りました。

けれ ども,人 の言 うことを即座 に他人

に読 めるように書 くのは容易ではあ り

ません。 そのため隔週1回 ずつ2時 間

の練習時間が設 けてあります。 たった

2時 間。約1年 が過 ぎて も,不 器用 な

私は練習 の効果が上が らず,こ れでは

いけない と思 うようにな りました。
せいさん

秋 に近 いある日の聖餐会で,私 は要

約筆記のことを考えなが ら礼拝堂の席

に着いていました。 その時,上 の方か

ら何か白いいなずまのような ものを感

じました。そのうちに｢練 習の機会 を

多 くしたらできる。聖餐会でのお話 を

書けば機会は多い｣と 頭 の中にひ らめ

いてきました。

そうだ,そ うだ。 そうすれば練習で

きる。 こうして次 の週か ら,聖 餐会で

のお話 を一生懸命 ノー トに書 き続けま

した。

そのようにして書 き続 けて2年 半。

昭和65年3月3日 。耳の日の行事 で,

難 聴者 の講演会に要約筆記に出かけま

した。数人 いた要約筆記の トップバ ッ

ター は私 にな り,聞 くこと書 くことに

精神 を集中 してスター トしました。

15分 ごとに交代 をする申 し合わせ に

なっていましたが,30分 た って も,45

分 た って も,交 代 をする気配 はあ りま

せん。60分 。 とうとう1時 間半の講演

を全部書いてしまい ました。

講演が終 わった時,ど っと拍手が起

こりました。それは,講 演者への拍手

とも,要 約筆記をした私への拍手 とも

思われました。要約筆記の仲間は口を

そろえて,｢ご 苦労様。途 中で代 わ り

たい と思ったのだけど,代 わってもあ

なたのように書けない と思ったの。本

当にすばらしかったわ。｣
なんじ うち

その時,私 は｢汝 心 の中 によ く思

い計 り,そ の後願 うこともし正 しか ら
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た。母がしみじみ後で述懐 しました。

｢教会の人 たちって本当 に兄弟
,姉 妹

なんだね。｣肉 親 の親兄弟 にも劣 らぬ

愛を示 して くださった多 くの兄弟姉妹

の愛 ある働 きに本当 に感謝いた します。

手術 は8時 間,初 めの予定 どお りに

終わ りました。途中で静脈 からの出血

など緊張する場面 もあったようですが,

手術 は成功 したのです。

麻酔か ら覚めた私のま くら元に夫が

泣 きなが ら立 ってい ました。｢手 術 は

成功 したよ。よ く頑張 ったね。｣夫 の

涙に,あ あ,自 分が また,こ の現世 で

生 きることを許 されたのだ と知 りまし

た。その喜びはたとえようもないもの

でした。主の愛 と人々の愛 を深 く感 じ

た一瞬で した。術後 の経過 は先生やス

タッフの方々が｢あ きれるほど｣順 調

でした。手術前,主 治医から術後 はど

んなに順調 に回復 しても6週 間,ま ず

2カ 月はみていて くださいと言われて

いたのが,4週 間 目には もう退院 して

いい と言われ ました。肝臓の60パ ーセ

ント以上を切除 し,4,000ccの 輸血 を

しなが ら,何 の余病 も併発せず,術 後

4日 目か ら出された食事 を平 らげてい

る私に,手 術 のスタッフの先生のひ と

りが しみじみ と｢あ んたの肝臓 は特別

だよ。ぼ くらの肝臓 じゃ,こ うはうま

くいかないよ｣と 言われました。私の

残 されたわずかの肝臓は非常にきれい

で,驚 くほど丈夫だったのだそうです。

これはきっと信仰 ある人々の祈 りと知

恵の言葉 を守 っているせいだろうと,

つ くづ く思いました。

8月3日 に入院,ち ょうど3カ 月 目

の11月3日 に無事退院。私にむ しゃぶ

りついて泣 くふた りの子供 を抱 き締め

なが ら,再 び生 きて家族の もとに帰れ

た喜びに涙 しました。私の入院中に奥

さんを亡 くされた兄弟が,見 舞いの中

でしみじみ と言われた言葉があ ります。

｢人 はだれで も一度 は自分のゲツセマ

ネを通 らねばな らないのです よ。｣

信仰 のやみに迷っていた時,主 は私

にひとつのゲツセマネを与 えられ まし

た。そしてその苦 しみを乗 り越 えた時,

私 は再 び主 の光 を見いだ したのです。

苦しみは私か ら多 くのあか を取 り除き,
はり

目の梁 を落 として くれ ました。初めに

祈 っていたように証が よみがえ り,み

たまを再び頻繁に感 じるようになりま

した。あふれる主の愛 に包 まれなが ら,

主 が確かに生 きてお られることを実感

しました。現世 は私たちが主 と会 うた

めに備 える場です。試練 はいつ もいろ

い ろな形で訪れますが,そ れは自分を

さらに清 めるために主が与 えて くださ

った機会 と信 じて,一 つ一つ乗 り越 え

ていきたいと思っています。 また,私

の入院,手 術 に際 し,多 くの方々の励

ましや助 けがあったことに心か ら感謝

してい ます。奉仕をいかにすべ きかを

教 えて くださった多 くの

方々に感謝 いた します。

ありが とうございました。

福音 は愛。ゲツセマネ

を通って私 の得 た答えで

した。(な が よ し･あ つ

こ 日曜学校教師)

永吉ご家族

すばらしい人生

東京ステーキ部

吉祥寺ワード部

酒井洋子

歳 の時に両親が離婚 して,物 心

3 がっいた時,私 は父 と新 しい母
と暮 らしていました。そこに弟が生 ま

れて,4人 家族になりました。父はア

ルコール中毒で仕事に行かないことが

多 く,継 母がパー トで働いて生計 を立

てていました。小 さな弟の世話は私の

役 目だったので,友 達 と遊ぶ時間 はあ

ま りあ りませんでした。私は家が嫌い

でした。本が好 きだったのでいろい ろ

なお話 を読 みましたが,か わいそうな

孤児の話 は私にはうらやましい話でし

た。孤児 なら少な くとも,ア ル コール

中毒の父親 と同 じ家 に住 むことはない

か らです。

中学2年 の時 に,酔 った父 と珍 しく

もない大 げんか をしたのを機 に,私 は

ときどき会いに来 て くれていた実母の

ところに行 き,そ れか ら二度 と父の家

には戻 りませんでした。名字 も変わ っ

て母 と親子ふた りの暮 らしが始 まり,

や っと心が平和 にな りました。

私は社会人 にな り,ひ とり暮 らしを

す るようにな りましたが,そ れでも心

の奥 でいつ も思い続 けて いま した。

｢私 が 自分で選んで した ことのために

なら,ど んなに苦 しくて も頑張ってい

ける。で も,自 分で選んでいないこと

で苦 しむのは納得がいかない｣と 。 そ

れは両親への恨み言で した。子供の こ

ろ苦 しかった思い出が どうにも悔 しく

聖徒の道/1992年10月 号
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県豊橋市へ行 き,2年 余 り働 き資金 を

ため,伝 道 に出ました。任地である日

本東部伝道部 は,私 の伝道中に札幌伝

道部 と仙台伝道部 に分割 され,私 は仙

台で,現 在の東京神殿神殿長であるウ

ォルター･繁 雄･照 屋伝道部長の もと

で,伝 道を続けました。

1976年4月 には専任宣教師の務 めを

終 え,故 郷の岡山県笠岡市 に帰 り,養

鶏の仕事に就 きました。所属の教会 は,

約25キ ロ離れた所にある倉敷支部です。

ここには1990年9月 まで集いましたが,

その間に,岡 山は地方部か らステーキ

部 にな り,倉 敷 ワー ド部には新 しい教

会堂が建築 されました。

ある日,私 に とってはあまりにも突

然の支部長 の召 しにより,福 山支部へ

集ラことになりました。それから10カ

月,今 度は福山支部 の教会堂の献堂式

を迎 えました。 なぜ家や職場か ら遠 く

なるこの地へ来 ることにな り,し か も

この責任に召 されたのだろうか。何度

もこの疑問を繰 り返 し考えてきました。

しか しここ福山で,倉 敷ワー ド部 に続

いて2度 目の教会堂の献堂 に立 ち会 う

祝福 にあずかってい ます。おそ らくは,

私 たちが教会堂 を建てるために払った

犠牲 よりも大 きな祝福 を受 けているの

ではないで しょうか。 この祝福 を受け
けんそん

ている私たちは,さ らに謙遜にな り,

悔 い改めをし,感 謝の気持 ちを強めな

ければ,と いう思いがわいてきます。
ゆる

会員 たちの示 した信仰,愛,一 致,赦

しなどをさらに増 し,隣 り人へ と伝え

ていかなければと思います。主は確か

に私 たちを愛 し,導 いて くださってい

ることを証 します。(な かの･て つ り)

中野こ夫妻

教会堂完成に

よせて

原田秀吉

山支部の教会堂が完成したのは

福 1991年6月13日 で す。 ここまで

到達するには長い時間がかか ったよう

に思います。

福 山支部 は1979年10月28日 に広島東

支部の付属支部よ り独立 しました。そ
せいさん

れ以来,聖 餐会平均出席者数 は40人 前

後で,約10年 同 じような状態が続 きま

した。そのような中,教 会堂建築 のた

めの用地が1984年12月 に与 えられまし

た。教会堂建築のチャレンジを受 けた

のは1988年 の終わ りごろで した。聖餐

会平均出席者数が四半期で60人 以上を

達成すれ ば建築の許可が下 りるのです。

水 田支部長をはじめ神権役員 はこのチ

ャレンジが手 に届かぬ ものでない と決

意 し,こ の機会にぜひ とも教会堂 を得

なければ借 り物の証のままになってし

まうと意識を変えました。

1989年1月 か ら3月 の第1四 半期,

このチャレンジに こたえて,主 に誓約

した安息 日は教会 に集 うという決意 と,

家 族や近所の人々を誘 うという会員伝

道 の決意 を強 めました。 また英会話の

参加者が安息 日の集会に来れるよう働

きかけが なされ ました。 この時期,会
しんせき

員の働 きによって,両 親や親戚,近 所

の友達など多 くの人が教会の集会 に来

ました。 そういった求道者の数 は30人

を超 えるほどにな りました。

聖 徒の道/1992年10月 号
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この ころ私 の次女 に,子 供 の命名 と

祝福の儀式 をす る日があ りました。そ

の日は聖餐会 の出席者数が80人 以上 を

数え,礼 拝堂 の中は人でいっぱいでし

た。私は足がが くが くするほ ど緊張 し

ていましたが,神 様の助 けによって支

えられ祝福 を行な うことがで きました。
ゆ み こ

次女の名 は結実子。 この子の名前のよ

うに目標が達成 され,実 を結ぶ ことが

できるように と願 いを込めて付 けた も

のです。 その日多 くの人々が聖餐会 に

集うのを見なが ら,ま るで奇跡 のよう

だ と心に強 く感 じました。 こんなにた

くさんの人が集 うとは夢 にも思 いませ

んでした。 また,私 の父親 を初 めて教

会に連れて くることがで きたの も,こ

の時期でした。毎週 のように家族や親

戚を招待 した会員 もお り,す ば らしい

思いに満たされた時期で した。

その四半期,目 標 は達成 しましたが

その状態は長 くは続かず,翌 年 の第1

四半期に再び同じチャレンジに取 り組

むことにな りました。 しかし今 回は前

ほどに力が出ず,出 席者数 はなかなか

増 え ませ ん。ステ ーキ部 の指 導者 の

｢今 チャレンジにこた えていかなけれ

ば,い っ までたって も教会堂 は建ち ま

せん｣と いう言葉が胸 に残 りましたが,

私 は半ばあきらめの境地に入ってい ま

した。 しかしこの年,神 様 の忍耐 とい

つ くしみ とによって,た くさんの活発

な転入者を迎 え,目 標 は再び達成 され

ました。

1990年12月24日,ク リスマスイブに
くわ い

鍬入れ式が行なわれ ました。神様か ら

のプレゼ ントである教会堂 は,福 山で

伝道が始 まって20年 にな る昨年に完成

しま.した。8月4日 午後3時 半 より,

当時アジア地域会長会第一副会長であ

ったW･ユ ー ジン･ハ ンセ ン長老 を

迎 えて献堂式が行なわれ ました。ハ ン

セン長老から次 の点について話があり

ました。1991年 は 日本で伝道が始 まっ

て90年 になる歴史的な年であ り,そ の

間教会が どのように発展 していったか。

ハ ンセン長老 自身,9歳 の時 にヒーバ

ー･J･グ ラ ン ト大管長の管理す る献

堂式に出席 した こと。この献堂の日の

ことを忘れず,建 物 を築 くだけでな く,

心 も続 けて築いてい き,手 を差 し伸べ

てい くべ きであ ること。犠牲 は天 より



II

4r[ζ一□

89ヨ0-9己一61780{⊆呂

田一ウ目⊥9抽丁蜻中≦9｣叩魁肖笥辺:恥丑里

己山ウ9'09∠巽塵卿鞭

己u｣訓｢ε8己難塵当護

己u｣00'98ヨ:製回聾謹

誕邊zk…誤宰

暇
謹

。藏

。駄讐
謳い･

轟勢
だミいi

i塁i㌦♂

i』

･1㌦

トレ

毒翻齢礁
羅

霊

義

建

4融⑦藁ミ錐蜷

§¢曾4蜘縢耳R曽考⑦Y壕十Ω.薯笛(へ

早。,兵詠マ2⑦埠由91触`目セ…捗9ゐ6τ認

!ソ…碍o鍵21将懸息叩豊21》Ri削壬(∂6

4マ眉巽(敦4⑦鞠騨9く字章車`罰(P4

つ勤用21ミタ蚤⑦Σ曝準町1豊}(鞍峰§¢粒

。4つ毒

目⑦履劉(へつ9勲44穿9》尋く字§字壷
`算q雑終[r髭⑦虫着}GR21啄4曽

号04つ峯鐸撃藁狸ξ4藁考罐くへつ携(0

鬼薬η1豊`qf21Q塀⑦昇普べ牙/(＼/

藷蕪潔欝唱鳶斗四

玉田*

?著4⊃

⊃1ぐ/(･4を｢←

靭邊;2田当

(E呈暴爆葦つ甲)一

〇･詳(知宰,)Q4峯つ4(迎呈R曾!凍撃

臼4魅¢豊辮(∂禦断誰臼嫁21⑦嘩辱…粕

婁捲累1厚髭(汐老4季`つ1髪皐詠ぎ僻感
。喜零つ4q聖母R2管皐ユ裂陸`ユ魁

景》量》(o蓑軸輪コ1～≧2R曾蓄量マ(へ

駆¢留(o…長(∂望4雅2々劉4>魯濠暴皆

}(圏髭翠IY。4つ準つ昌i聖マ>qユG

銘切勲琴鞍⑦髪`o季導査誰腿孝一委×

⑦･く享42々9撃}つ妾埼2曾健畔蚤

粂2塗中⑦{〕r(02γY`穿撃軍裂1終/:享4
`穿9(圏綴つ鵬§字葬》(∂…耳211魯廟⑦謁畢

まヴみ

⑦24季`21鬼準叩豊9く¢算2`室幽

濠⑦管算9譲藪⑦α曇⑦耳羅`罫1融
皐撃

。4象毒

ヨ尋皐属9<η2匹f?q宙豪[劉鋼21

薬冬畢`蓄纂濠R2享94條母豊購⑦

曝攣"匿
鞠麟

姦
婆

黛

鰹

遭

黛

馨

"

坪
尋績

巽
嘆
㌧

マ

㍉勾嚇轡

翫

こ∴埜∵

　篠

､

霧

箋
ー

墾
L
監

璽

議
聾
糠

藩



鰯縄 騨 門繕
鍵 》 租 ε
曳

轟
驚

ぜ
暴
匝

黛

∵…鹸 ㌔

轟

繍 轟､癒 。撫

擁轟
な

鹸 九 一舗

翠

。藍 嘉
水田ご家族

家族的な雰囲気の中で集 ってい ました。
せいさん

1988年 まで,聖 餐会 の出席者数は40

人 前後が長年続いていました。教会堂

の建築申請 には60人 以上の出席者数が

必要でした。1988年11月 に福山支部 は

特別のチャレンジを受けました。1989

年の第1四 半期の平均出席者数が60人

以上になった ら,建 築予定ユニ ッ トの

中にリス トアップされる というチャレ 噛

ンジです。 これは伝道部長や建築関係

者の方々が本当に福山支部の ことを心

配 して くださり愛 して くださっていた

からだ と思います。 それは私たちに と

って本当にすば らしい,喜 びで飛び上

がちんばか りのチャレンジで した。

｢そ こで私ニー ファイは
,私 の父 に

『私は主が命 じた もうた ことを行 って

行 う。私は,主 が命 じた もうことには,
な もつ

人がそれを為 しとげるために前以てあ

る方法が備 えてあり,そ れでな くては,

主 は何 の命令 も人に下 したまわない こ

とを承知 しているか らである』 と言っ

た。｣(1ニ ー ファイ3:7)

指 導者 を通 して主よ りたまわった こ

のチャレンジにこたえるため,当 時支

部長であった私は聖餐会でこのすば ら

しい祝福 と喜びを会員 に発表 し,全 会

員の協力 ζ一致をお願い しました。1

カ月で40人 か ら60人 にす ることはだれ

にも不可能に感 じられました。 しか し,

私 はニーファイの言葉 と信仰 に励 まさ

れて,全 力を尽 くせば後 は主が助 けて

くださる と主に信頼 して働 こうと決心

しました。

月2,3回 休 まれる会員がち ょうど

20人 程度 おられましたので,彼 らに働

きかけて安息 日を100パ ー セ ン ト守 っ

ていただけば60人 出席 も夢ではあ りま

せんで した。 しか し,四 半期 も半分過

ぎた2月 中ごろで平均出席者数は50人

を切 っていました。

そのままで は,チ ャレンジ達成 は非

常 に困難な状況で した。支部の神権会

にステーキ部の指導者 を交えて話 し合

い,祈 りと信仰 を強 く持って努力 しよ

うと決心を新たにしました。

今度 は,数 人 の会員 に面接 をして,

自分の家族や友人,知 人に祈 りと信仰

によって働 きかけて,聖 餐会 に出席 し

ていただくようにチャレンジじました

ところ,忠 実な会員たちはそれを実行

し,そ の後 出席者数 は80,90と,100

人 近 くまで増加 しました。最終的には

3カ 月平均が66人 とな り,多 くの会員,

指 導者,宣 教師たちの祈 りと信仰 によ

り主の助 けを受けて,チ ャレンジを達

成 できました。
なんり

｢何 ご とにて も汝 らが為 されん と信

じ信仰堅固にわが名によ りて御父に乞

い求むることは,そ れが正 しき限 り汝

らに為 さるべし。｣(モ ロナイ7:26)

モル モン経 はまことに生 きた神 のみ

言葉です。そのみ言葉 は現代 の私 たち

のため に書 かれた ものです。ジ ョセ

ブ･ス ミスは神の予言者で した。現代

の生 ける予言者エズラ･タ フト･ベ ン

ソン大管長 は神の代 弁者 です。(み ず

た･た だ し 伝道主任)
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カーセージでの

経験

水田和代

バ幕濡瓢器繋 鑓
セブ･ス ミスに対す る敬愛の念が増 し

てきました。いつか教会歴史 にまつわ

る地 を訪れてみたいという気持ちが強

くなっていた昨年の春,恵 まれてその

旅が実現 しました。パルマイラ,ノ ー

ヴー,ア ダム･オ ンダイ･ア ーマン,

イ ンデペ ンデンス,ソ ル トレー クシテ

ィー と各所ですば らしい経験 をさせて
ろう

いただ きました。特 にカーセー ジの牢
ごく

獄での経験は,私 たちに とって,生 涯

忘れ ることはで きない もので しょう。

アイオワ州バー リン トン空港か ら1

時間 ぐらい車で走った所 に,ノ ーヴー

という穏やかで美 しい小 さな田舎町が

ありました。1モルモンの聖徒たちは,

ミズー リで迫害 されてこの地に逃れ,

主 か ら示 された都市計画に従って,整

えられた美 しい町を築 きました。 この

地に も大 きな訪問者 センターがあり,

何組 ものご夫婦 の宣教師の方が働いて

お られ ました。 その中のあるご夫妻が,

私 たちがカーセージへ行 くつ もりだ と

話す と,自 分たちもそち らへ 用事があ

るか ら一緒 に行 きましょうと言って,

ご自分の車で,私 たちに同行 して くだ

さいました。姉妹 は町 に用事に出られ,

兄弟 と主人 と私 の3人 で,カ ーセージ

の訪問者 センターに入 りました。 ほか

に訪問者 がなかったので,そ こで働 い

てお られる宣教師の方が,中 を案内 し

て くださいました。

まずジョセ フ･ス ミスに関するビデ

オ を見せていただきましたが,と て も

感動 しました。そして各部屋 を案内 し

て くださり,最 後 にジ ョセブとハイラ

ムが暴徒に襲撃されて殉教 した,2階

の部屋 に入 りました。 ドアは当時の ま

まの もので,撃 ち込 まれた銃弾で,穴

が開いた まま保存 されていました。案

内の姉妹の説明を聞 きなが ら,私 たち

金員胸 に熱いものを感 じていました。

ジ ョン･テ イラーが ジョセブに頼 まれ
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して私は子供 たち と毎週教会 に出席す

ることがで きるようにな りました。

ある日,モ ルモン経 を読 んでいてす

ばらしい聖句 を見つけ ました。｢信 仰

とはまだ見 ない物事 を望む こ とであ

る。｣(イ テル12:6)若 い 時 に｢神 様

はどんな方ですか,会 った こともない

のに どうして信 じているのですか｣と

言われ何 も答 えられなかったけれ ど,

何 もわからない まま,が む しゃらに信

じていたことは,決 して間違 っていな

かったのだと,こ の時初めて自分 の信

仰に少 し自信が持て ました。不思議で

すね。私の求 めていた聖句は12年 かか

ってようや く見つけられたのです。
じ せつ

｢す べ ての ことは
,そ の時節至 りて

成 らざるべからず。｣(教 義 と聖約64:

32)今,バ プテスマを受 けて21年 にな

りました。そして昨年の7月 には長男

が12歳 にな り神権 を受 けることができ

ました。
せいさん

長男の聖餐のパスをする姿を見て涙

を流して くだ さる方。ひ とりで座って

いるとそっ と隣に座 って くだ さる方。

証 をした長男の頭 を黙ってなでて くだ

さる方。子供たちを愛 して くださる若

い兄弟姉妹。教会員で はない主人 をい

つ も愛 して声をか けて くださる方。多

くの兄弟姉妹の助 けがあって ここまで

乗 り越 えてこられ ました ことを心から

感謝 してお ります。私 はまだ天のお父

様 に もイエス様 にもお会 いしたことが

ありません。でも確か におふた りが生

きてお られ,私 たちを愛して導いて く

ださってい ることを知 って います。

(みせ だ･と みこ 支部若い女性会長

会会長)

アロン神権 を

受 けて

見世田圭映

くは,去 年の7月24日 で12歳 に

ぼ な りました。次の日が神殿参入
のため,誕 生 日の夜,ア ロン神権 をう

けに教会 に行 きました。神権 をほどこ

して くれ る支部長さんの手か ら,何 か

わか らないけ ど気持 ちのいい ものが ゾ

クゾクと体 の中 に入 ってきて,神 権 を

うけてよかったと思い ました。家ぞ く

の中でたったひ とりの神権者 としてこ

れか らもが んば ります。(み せだ･よ

してる)

家族の証

新たな私の

旅立ち

町田ステーキ部湘南ワード部

穴澤あさ子

めて聖典のひとつである聖書に

初 巡 り会 いましたのは,1974年 の
秋の ことで した。仏教の中で生 まれ育

ちましたので,キ リス ト教にはまった

く縁のない生活 を送 ってお りました。

ですから最初 に出会 ったある教会 の伝

道者の方の言葉 に,た だ驚 くばか りで

した。 もっと詳 しく知 りたい と思いま

せんかと誘われ,勉 強の約束 をしてお

りました。 その時一番心 に感 じました

のは,｢人 は死 んで もまた復活 して永

遠 に生 きられる こと｣と,｢こ の 世か

らすべての苦 しみや病気がな くな り,

平和 な生活が送れ るようにな ること｣

な どで,こ れ らに非常 に気持ちが引か

れ ました。なぜ なら私がその当時,一

番心か ら望んでいた状況 だったか らで

す。その ころは精神的 にも経済的に も

苦 しい日々が続いてお り,何 かにすが

りたいような気持ちで した。けれ ども

神がすべての苦 しみを取 り除いて くだ

さり,平 安 を約束 してお られ ることが,

その教会 で勉強 を続 けてい くうちにわ

かって きて,希 望に満たされ るように

なりました。

しか し,知 識 として は何度 も教 えて

いただきましたので十分理解できるよ

うにな りましたが,自 分自身の苦 しい

状況 は少しも改善 され ません。 そのう

えみたまを感 じることもな く,本 当に

っ らい思いをいた しました。なん とか

改善 したい とその教会の皆様 に援助 を

求めましたが,納 得のい く答えは与 え

られ ませんでした。苦 しくて,泣 きな

がらよく神に祈 ったのを思い出します。

7年 ほどそ こにお りましたが,も う

この場所 には神 はいない,離 れ るしか

ないと,失 望 を感 じた何人かの人たち

と共 に私 は決心 をしました。背教者 と

して私たちは追い出されましたが,皆

悲しんではお りませんでした。

新たな決意 のもとに再 び集まり学ぶ

こととな りました。 リーダー となった

方の家で毎週集い,聖 書 を学びました。

リーダーは,聖 書を説 き明かして くだ

さり,私 たちに教 え,こ れか らの世の

中の出来事に対 していろい ろと準備す

べき事柄な どを指示 して くださいまし

た。弱い者, .貧 しい者,そ して自分た
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